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史
書
「
球
陽
』
の
外
巻
で
あ
る
『
遣
老
説
伝
』
は
、
そ
の
成
立
、
性
格
な
ど
、
様
々
に
不
明
瞭
な
部
分
を
持
っ
た
説
話
集
で
あ
る
。
そ
の
不
明
瞭
さ
を
助
長
す
る
原
因
は
多
々
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
書
が
民
話
学
・
民
俗
学
以
外
の
領
域
か
ら
見
放
さ
れ
た
書
物
で
あ
り
、
文
献
学
的
な
研
究
が
殆
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
、
と
い
う
研
究
史
上
の
事
実
に
よ
る
も
（１） 
のが大きいと思われる。この点に関しては、既に小峯和明氏によって指摘され、また筆者も一一一一戸及した
ことがある。
『
遣
老
説
伝
』
の
諸
本
に
つ
い
て
あるテキストを研究対象とする場合、その解釈・成立・享受といった問題を論じることは、歴史や
は
じ
め
に
ｌ
『
遣
老
説
伝
』
の
諸
本
研
究
に
つ
い
て
ｌ
近
代
に
筆
写
さ
れ
た
本
文
を
中
心
に
Ｉ
木
村
淳
也
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文
学
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
必
要
と
し
、
刺
激
的
か
つ
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
た
め
に
は
、
そ
れ
ら
の
研
究
を
支
え
る
基
礎
的
な
部
分
、
つ
ま
り
本
文
の
研
究
が
必
要
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
は
常
に
更
新
さ
れ
る
べ
き
性
格
の
ものでもあるだろう。しかし、前述の理由もあってか、本書に関してはその基本的な部分である文献学・
書
誌
学
的
考
察
が
、
未
だ
本
格
的
に
な
さ
れ
て
い
な
い
。
『
遣
老
説
伝
』
の
諸
本
研
究
は
、
横
山
重
氏
や
嘉
手
納
宗
徳
氏
、
池
宮
正
治
氏
な
ど
に
よ
っ
て
す
で
に
先
鞭
が
箸
け
ら
れ
て
い
る
。
だ
が
、
そ
れ
ら
は
重
要
な
指
摘
を
孕
む
も
の
の
、
あ
る
意
味
で
付
録
的
で
あ
り
、
諸
本
の
詳
細
な
来
歴
や
本
文
の
異
同
、
ま
た
そ
れ
ら
の
関
係
性
に
関
し
て
は
今
ま
で
一
度
も
顧
み
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
本
考
察
で
は
、
『
遺
老
説
伝
』
の
新
た
な
校
本
作
成
の
た
め
筆
者
が
独
自
に
行
っ
た
諸
本
調
査
を
基
に
、
そ
の
本
文
の
紹
介
と
形
態
の
解
説
を
試
み
、
ま
た
出
来
う
る
限
り
筆
写
経
路
を
辿
っ
て
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。
特
に
こ
こ
で
は
、
『
遺
老
説
伝
』
本
文
研
究
の
中
で
重
要
で
あ
る
も
の
の
、
そ
の
由
来
・
成
立
が
等
閑
視
さ
れ
て
い
た
「
赤
木
文
庫
所
収
横
山
写
本
（
以
下
「
横
山
本
」
と
呼
ぶ
）
」
を
は
じ
め
と
し
て
、
筆
者
が
写
本
調
査
の
過
程
で
発
見
し
た
「
濯
足
文
庫
本
（
以
下
「
濯
足
本
」
と呼ぶ）」、内閣文庫『球陽』’一一一冊本の第一一一一冊に所収される本文（以下「内閣本」と呼ぶ）の三点
を
中
心
に
考
察
を
進
め
る
。
加
え
て
、
鎌
倉
資
料
に
所
収
さ
れ
た
本
文
な
ど
に
関
し
て
も
少
々
言
及
し
て
み
た
い
。
代
表
的
な
諸
本
で
あ
る
伊
波
普
猷
文
庫
本
（
二
本
）
、
宮
良
殿
内
本
に
関
し
て
、
本
考
察
で
は
、
紙
幅
の
都
合
上
詳
（９）） 
しく触れることができない。それらに関しては池宮正治氏が一部で一一一一巨及しているのに加え、本文の画
像
が
琉
球
大
学
附
属
図
書
館
に
よ
り
ウ
ェ
ブ
上
で
公
開
さ
れ
て
い
る
の
で
参
照
頂
き
た
い
。
ま
た
護
得
久
本
に
つ
い
て
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は
本
考
察
で
多
少
触
れ
る
が
、
こ
れ
ら
四
つ
の
写
本
は
稿
を
改
め
て
考
察
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
な
お
本
考
察
に
お
い
て
は
、
代
表
的
な
諸
本
・
刊
本
の
名
称
を
以
下
の
様
に
略
す
。
法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所
に
は
、
赤
木
文
庫
と
称
さ
れ
る
文
庫
が
あ
る
。
そ
の
中
に
は
本
考
察
が
対
象
と
し
て
い
る
『
遣
老
説
伝
』
の
写
本
も
含
ま
れ
て
い
る
。
で
は
、
こ
の
赤
木
文
庫
と
は
い
か
な
る
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
法
政
（３） 
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所
「
沖
縄
研
究
資
料
」
シ
リ
ー
ズ
に
記
載
さ
れ
る
比
嘉
実
氏
の
解
説
を
以
下
に
引
用
し
て
お
く
。
・
琉
球
大
学
附
属
図
書
館
・
伊
波
普
猷
文
庫
蔵
四
冊
本
（
藁
紙
四
目
袋
綴
四
冊
）
・
琉
球
大
学
附
属
図
書
館
・
伊
波
普
猷
文
庫
蔵
三
冊
本
（
唐
紙
四
目
袋
綴
一
一
一
冊
）
・
琉
球
大
学
附
属
図
書
館
・
宮
良
殿
内
文
庫
蔵
本
（
宮
良
当
宗
筆
写
本
一
冊
）
・
沖
縄
県
立
図
書
館
・
束
恩
納
寛
惇
文
庫
蔵
本
（
護
得
久
朝
常
筆
写
本
一
冊
）
・
島
袋
盛
敏
訳
『
球
陽
外
巻
遺
老
説
伝
』
（
昭
和
一
○
年
学
芸
社
）
・
嘉
手
納
宗
徳
訳
注
『
球
陽
外
巻
遣
老
説
伝
』
（
昭
和
五
三
年
角
川
書
店
）
１
赤
木
文
庫
本
『
遺
老
説
伝
』
（
横
山
本
）
伊波文庫本（１）
伊波文庫本（Ⅱ）
宮
良
殿
内
本
護
得
久
本
島
袋
校
訂
本
角
川
本
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右
の
説
明
で
殆
ど
事
足
り
る
と
思
う
が
、
横
山
重
氏
そ
の
人
に
関
し
て
付
言
し
て
お
く
。
横
山
重
（
一
八
九
六
’
一
九
八
○
年
）
氏
は
長
野
県
出
身
の
国
文
学
者
で
あ
る
。
慶
応
義
塾
大
学
文
学
部
を
卒
業
後
、
同
校
で
教
鞭
を
執
り
な
が
ら
中
世
文
学
の
比
較
研
究
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
宮
地
直
一
に
嘱
望
さ
れ
、
『
神
道
集
』
の
資
料
収
集
・
校
合
・
定
本
作成に従事。その作業の関わりから弁蓮社袋中の『琉球神道記』に魅せられ、’九三一一一年頃から琉球
の
文
献
資
料
の
校
訂
・
編
纂
に
携
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
日
本
中
世
文
学
・
琉
球
文
学
に
関
す
る
横
山
氏
の
業
（４） 
績はあまりに膨大なため、こ｝」で逐一指摘することは不可能である。氏の『書物捜索』を参照頂ければ、
そ
の
偉
業
と
仕
事
の
精
織
さ
に
触
れ
る
事
が
出
来
る
だ
ろ
う
。
と
に
か
く
、
横
山
氏
は
資
料
の
収
集
・
校
訂
と
い
う
部
分
か
ら
琉
球
文
学
研
究
の
礎
を
築
い
た
一
人
で
あ
る
と
い
え
る
。
さ
て
、
比
嘉
氏
の
解
説
か
ら
、
横
山
本
『
遺
老
説
伝
』
も
沖
縄
県
立
図
書
館
に
蔵
さ
れ
て
い
た
本
文
を
底
本
と
し
た
赤
木
文
庫
は
、
故
横
山
重
氏
の
所
蔵
し
た
文
庫
の
名
称
。
当
研
究
所
が
所
蔵
す
る
赤
木
文
庫
は
、
横
山
氏
が
所
蔵
し
て
い
た
琉
球
関
係
文
献
を
当
研
究
所
が
譲
り
う
け
た
も
の
に
対
す
る
呼
称
で
あ
り
、
横
山
重
所
蔵
文
庫
全
体
を
指
す
も
の
で
は
な
い
。
当
研
究
所
所
蔵
の
赤
木
文
庫
の
大
部
分
は
、
戦
前
、
沖
縄
県
立
図
書
館
に
蔵
さ
れ
て
い
た
文
献
を
横
山
氏
が
ア
ル
バ
イ
タ
ー
を
使
用
し
て
書
写
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
今
次
大
戦
に
お
け
る
沖
縄
の
戦
災
に
よ
っ
て
戦
前
の
沖
縄
県
立
図
書
館
蔵
の
沖
縄
関
係
文
献
が
散
快
し
て
し
ま
っ
た
現
在
に
お
い
て
、
唯
一
、
そ
の
よ
す
が
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
。
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可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
そ
の
筆
写
年
代
は
、
横
山
氏
が
『
書
物
捜
索
』
で
、
『
遺
老
説
伝
』
を
見
た
「
ち
ょ
う
ど
そ
の
こ
ろ
島
袋
盛
敏
氏
の
「
国
訳
遣
老
説
伝
」
が
出
た
」
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
早
く
と
も
島
袋
校
訂
本
の
刊
行
さ
れ
た
昭
和
一
○
年
前
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
推
測
で
き
よ
う
。
横
山
本
『
遺
老
説
伝
』
は
、
法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所
貴
重
書
庫
に
収
蔵
さ
れ
て
お
り
、
特
別
な
許
可
な
く
閲
覧
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
沖
縄
文
化
研
究
所
に
よ
り
複
写
・
製
本
さ
れ
た
二
部
の
本
文
が
あ
り
、
研
究
者
が
自
由
に
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
と
便
宜
が
図
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
複
写
本
文
か
ら
で
あ
れ
ば
、
研
究
目
的
の
た
め
の
複
写
も
許
可
さ
れ
て
い
る
（
要
書
類
申
請
）
。
以下、実際にその本文を見てゆくこととする。横山本の本文は、大岡山書店製の原稿用紙に、ペン字、
一行あきで筆写されている。二○○字詰めで一一一一一五頁の分量（表紙等別）があり、紙面左一眉に頁数が
振ってある（表紙、挿入紙に頁数は無い）。表紙は無地で、用紙右側中段に矩形の囲いをして、「球陽江
し
外附巻／遺老説傳」と書かれ、中央上段にも「球陽外附巻一／遣老説傳」と記されている。また、つ
紙面の左肩に鉛筆書きの小字で「メカルシ天久神応寺」とある。これは、後述する本文上部余白鮴の
の注記（一四一話）とリンクするものだが、何故表紙部分にこのような書き込みがあるのかは詳一らか同
ではない。本書の実質的な筆録者は不明と一一一一戸わざるを得ないが、他の赤木文庫収蔵の筆写本には「筆翻
（５） 
遺
長井」「一局橋書写」「字林氏」などとあることが、島村幸一氏によって指摘されている。
ｒ
 
また、｝」の表紙以外に原稿用紙や無地の紙が一定の間隔で挿入されている。五○頁と五一頁の間に、
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挿
入
さ
れ
た
も
の
を
例
と
し
て
挙
げ
る
と
、
「
外
巻
一
／
球
陽
二
」
と
の
み
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
用
紙
が
五
○
頁
お
き
に
整
然
と
挿
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
筆
録
及
び
後
の
作
業
の
際
に
、
原
稿
用
紙
の
枚
数
を
勘
定
す
る
都
合
で
挟
ま
れ
た
、
一
種
の
付
菱
の
よ
う
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
前
述
し
た
が
、
本
文
を
記
し
た
原
稿
用
紙
上
部
の
余
白
に
は
、
研
究
の
便
宜
を
図
る
た
め
か
、
各
話
の
特
徴
を
示
す
ような短い注記がなされている。例えば一頁には「始造浴室湯屋」、二頁には「五島」「中山納貢」「泊
邑
」
等
と
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
は
断
続
的
に
記
さ
れ
る
が
、
一
○
｜
頁
以
降
は
無
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
注
記
は
横
山
氏
の
筆
に
な
る
も
の
と
判
断
で
き
る
。
横
山
本
で
最
も
特
徴
的
な
の
は
、
表
紙
部
分
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
本
文
が
外
附
巻
、
つ
ま
り
日
本
関
連
記
事
か
ら
書
か
れ
て
い
る
点
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
筆
録
の
際
、
参
観
し
た
本
文
自
体
が
そ
う
な
っ
て
い
た
か
、
あ
る
い
は
筆
録
者
が
任
意
に
筆
録
順
を
変
更
し
た
か
の
い
ず
れ
と
も
考
え
得
る
が
、
理
由
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
巻
三
の
記
述
を
全
て
欠
落
し
て
い
る
こ
と
も
本
書
の
特
色
の
一
つ
で
あ
る
が
、
本
書
を
使
用
し
て
校
訂
本
文
を
作
成
し
た
嘉
手
納
宗
徳
氏
は
こ
の
点
に
言
及
し
て
い
な
い
。
で
は
、
横
山
本
は
一
体
ど
の
様
な
本
文
か
ら
筆
写
さ
れ
た
も
の
な
の
か
。
そ
の
鍵
と
な
る
も
の
を
探
す
べ
く
、
ま
ず
（６） 
は
琉
球
史
料
の
収
集
・
書
写
に
関
す
る
横
山
氏
本
人
の
一
一
一
戸
を
見
て
み
る
。
『
琉
球
史
料
叢
書
』
「
後
記
」
で
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
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袋
中
資
料
と
同
時
に
送
ら
れ
て
き
た
こ
れ
ら
の
資
料
の
中
に
、
尚
家
本
『
遣
老
説
伝
』
も
あ
っ
た
可
能
性
が
充
分
に
考
え
ら
れ
る
。
横
山
氏
は
他
で
も
「
（
１
）
琉
球
国
旧
政
庁
の
蔵
印
の
あ
る
本
、
（
２
）
琉
球
国
旧
王
殿
本
、
（
３
）
枡
形
本
（
伊
波
普
猷
氏
蔵
本
）
、
（
４
）
写
本
（
東
恩
納
寛
惇
氏
蔵
本
と
の
四
本
を
「
見
た
」
と
し
て
お
り
、
右
に
挙
げ
（【ｌ）
ら
れ
た
（
２
）
が
尚
家
本
に
該
当
す
る
と
田
》
わ
れ
る
。
し
か
し
、
先
の
比
嘉
氏
の
解
説
に
は
、
赤
木
文
庫
に
蔵
さ
れ
る
写
本
群
は
沖
縄
県
立
図
書
館
旧
蔵
本
を
書
写
し
た
、
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
尚
家
本
参
観
の
話
を
、
直
接
に
横
山
本
の
書
写
と
関
わ
ら
せ
る
訳
に
は
い
か
な
く
な
る
。
そ
こ
で
、
次
に
横
山
本
の
特
徴
的
な
誤
脱
箇
所
に
目
を
向
け
て
み
る
。
誤
脱
を
み
れ
ば
、
そ
の
本
文
の
あ
る
程
度
の
系
統
を
辿
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
横
山
本
で
も
っ
と
も
大
き
な
脱
落
箇
所
は
、
第
三
四
話
（
一
○
○
頁
一
行
目
）
昭
和
八
年
の
あ
る
日
、
わ
た
し
は
柳
宗
悦
先
生
の
御
来
訪
を
受
け
た
。
…
（
中
略
）
…
そ
の
時
ふ
と
、
話
題
が
わ
た
し
の
琉
球
国
側
の
袋
中
資
料
に
及
ん
だ
。
沖
縄
図
書
館
の
人
の
手
紙
に
よ
る
と
、
首
里
の
尚
男
爵
家
の
倉
庫
に
は
、
王
家
の
御
側
御
本
が
あ
る
ら
し
い
が
、
こ
れ
ら
は
到
底
、
手
の
及
ば
ぬ
高
嶺
の
花
の
や
う
で
す
と
、
私
が
言
ふ
と
、
柳
先
生
の
言
は
れ
る
に
は
、
先
生
の
学
習
院
時
代
に
、
尚
侯
爵
と
は
交
際
が
あ
っ
た
か
ら
、
わ
た
し
か
ら
頼
ん
で
見
る
。
で
き
た
ら
東
京
へ
送
っ
て
貰
は
う
と
柳
先
生
が
言
は
れ
た
。
マ
マ
当時、尚侯爵はすでに他界されたゐたように一一一一口はれたと恩ふが、柳先生は未亡人に電話で依頼さ
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
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「
大
石
」
の
上
に
あ
る
「
｜
」
は
、
説
話
の
内
容
が
繋
が
ら
な
く
な
っ
た
た
め
、
無
理
に
一
話
と
し
て
起
こ
し
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
加
え
て
、
他
の
諸
本
で
は
存
在
し
な
い
「
銘
」
と
い
う
字
が
書
か
れ
る
こ
と
も
、
当
該
脱
落
箇
所
に
お
け
る
特
徴
的
な
部
分
と
い
え
る
。
ま
た
、
こ
の
一
文
の
右
側
に
は
、
「
中
其
露
骨
至
今
猶
存
。
村
人
尊
信
而
爲
神
焉
。
」
と
、
本
来
は
横
山
本
九
九
頁
か
ら
続
く
は
ず
の
脱
落
本
文
を
補
っ
て
あ
る
が
、
他
の
諸
本
に
あ
る
「
之
」
字
が
抜
け
、
四
字
の
割
注
「
名
叫
一
瀬
」
も
無
い
。
さ
ら
に
横
山
本
に
は
「
曰
」
部
分
に
矢
印
が
引
か
れ
、
左
の
よ
う
な
注
記
が
な
さ
れ
て
い
る
。
に
あ
る
。
校
訂
本
文
に
お
け
る
当
該
部
分
は
で
あ
る
が
、
横
山
本
で
は
、
右
の
傍
線
部
が
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
…遂葬之干久場塘嶽大石（名叫一瀬）之中其露骨至今猶存村人尊信而爲神焉…（以下は後掲の図①．
②参照）大石
絡
曰
。
妾
爲
人
之
嫁
女
。
今
心
有
情
願
。
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こ
れ
は
、
本
文
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た
横
山
氏
に
よ
る
注
記
で
あ
ろ
う
。
「
二
六
八
字
」
は
第
一
一
一
五
話
冒
頭
か
ら
、
欠
落
文
中
の
割
注
「
俗
称
鳥
居
」
四
字
を
二
字
分
と
換
算
し
た
文
字
数
と
一
致
す
る
。
こ
の
数
に
、
先
ほ
ど
の
「
中
其
露
骨
至
今
猶
存
村
人
尊
信
而
爲
神
焉
」
（
一
六
字
）
と
い
う
脱
落
補
訂
の
文
字
を
あ
わ
せ
て
み
る
と
、
脱
落
箇
所
の
総
文
字
数
は
二
八
四
字
と
な
る
。
こ
の
様
な
大
幅
な
脱
字
は
、
見
開
き
一
丁
分
を
脱
落
し
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
他
の
諸
本
を
見
て
み
る
と
、
伊
波
文
庫
に
あ
る
二
本
の
写
本
は
、
｜
頁
八
行
×
一
行
約
一
八
字
で
作
成
さ
れ
て
お
り
、
｜
丁
分
の
文
字
数
の
上
限
は
二
八
一
八
文
字
と
な
る
。
横
山
本
の
本
文
が
約
十
八
字
程
度
で
書
写
さ
れ
て
い
た
ことは、第一○話における一七字分の脱落部分などが目移りと考えれば、容易に推測される。宮良殿
内
本
も
平
均
し
て
一
行
一
八
字
前
後
の
字
詰
め
だ
が
、
｜
頁
あ
た
り
二
行
程
度
で
作
成
さ
れ
て
い
る
の
に
加
え
、
当
該
箇
所
で
は
錯
簡
が
起
っ
て
い
る
。
そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
勘
案
し
て
、
こ
こ
で
は
一
丁
分
の
文
字
数
が
近
い
伊
波
文
庫
本
を
比
較
検
討
の
対
象
と
し
、
そ
の
一
一
本
の
中
で
も
、
横
山
本
と
同
様
に
巻
三
を
欠
落
さ
せ
て
い
る
伊
波
文
庫
本
（Ⅱ）を見てみる。
後に掲げた図①、②は伊波文庫本（Ⅱ）の当該箇所を模して作成した画像である。図①の十九オは「大
石
」
の
下
が
大
き
く
欠
損
し
て
お
り
、
か
ろ
う
じ
て
割
注
「
名
叫
一
瀬
」
の
「
名
」
字
が
見
え
る
だ
け
と
な
っ
て
い
る
。
次
に
欠
損
の
あ
る
部
分
を
頁
の
並
び
に
従
っ
て
重
ね
合
わ
せ
た
の
が
図
③
で
あ
る
（
図
像
の
重
ね
合
わ
せ
部
分
が
解
る
「
「
曰
」
ま
で
に
二
六
八
字
欠
」
「
．
、
ヌ
ケ
ア
リ
／
｜
普
天
間
」
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十八ウ十九オ 図
①
十九ウ二十オ 図②
中其露骨至今猶存村人尊信而為神潟－１１
普
天
間
邑
之
東
有
一
洞
窟
民
常
放
在
農
器
一
日
有
観
音
磁
像
安
置
之
干
石
壇
上
不
知
何
虚
之
人
奉
安
干
其
中
即
郷
里
之
人
大
奇
怪
之
深
為
尊
信
而
有
求
祈
之
人
必
到
此
地
而
祷
祈
焉
則
霊
験
捷
乎
影
響
焉
後
亦
安
谷
屋
村
有
一
夫
婦
常
為
農
業
倹
勤
兼
全
然
五
穀
不
登
賦
税
多
訣
干
是
婦
請
夫
曰
妾
實
身
干
他
家
以
完
賦
税
若
得
一
鮎
暇
時
以
便
紡
績
以
償
其
身
請
乞
良
人
蓋
力
千
田
畝
以
供
家
資
若
天
賜
供
慈
降
來
介
祉
以
為
蹟
身
再
為
夫
婦
結
偕
老
之
契
以
終
天
年
焉
夫
婦
流
涙
而
別
焉
即
實
身
於
首
里
以
為
人
碑
時
剪
髪
為
髻
寳
之
干
市
上
以
買
祭
品
毎
夜
到
普
天
間
焚
香
許
願
歴
閲
三
四
年
九
月
之
問
一
夜
掴
身
赴
普
天
間
行
到
結
彩門邉罷罷偶逢一老人婦女驚骸而要退去
老
人
曰
勿
為
驚
異
吾
托
汝
看
守
斯
物
婦
女
曰
妾
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図
③
よ－つに十九ウ、二十オに色を付けた）。
これを見れば以下の事態が起きたことが推測で
きる。まず横山本の「銘」字であるが、これは欠損
部裏にある鏡文字のようになった「焉」字を偏、割
注で小字につくられた「名」字を秀と見たために起
こった誤写の可能性が高い。また欠損により前面の
本文と区別が付きにくくなった二十オの「曰妾」を、
そのまま「大石銘」に続けて書いてしまったと考え
られる。そして見開き一丁分の脱落は、角が欠損し
てしまっている伊波文庫本（Ⅱ）十九オを、その下
に
あ
る
二
十
オ
の
端
を
持
っ
て
繰
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
に
起
こ
っ
た
も
の
で
あ
る
、
と
考
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
》つ。欠
損
に
よ
る
誤
写
は
巻
こ
の
第
六
七
話
で
も
起
こ
っ
て
いる。横山本では「死」という字が「残」という字
に誤写されている。両者の字形を較べれば、通常こ
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の
よ
う
な
誤
写
は
殆
ど
起
こ
り
得
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
伊
波
文
庫
本
（
Ⅱ
）
で
本
来
「
死
」
と
書
い
て
あ
る
部
分
の
右
側
が
、
虫
喰
い
の
為
か
大
き
く
欠
損
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
、
裏
に
あ
っ
た
文
字
の
一
部
を
秀
と
見
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
よ
る
誤
写
で
あ
る
、
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
次
に
、
横
山
本
と
諸
本
と
の
文
字
の
異
同
を
見
て
み
た
い
。
こ
の
調
査
に
関
し
て
は
角
川
本
に
付
載
さ
れ
る
校
異
注
（８） 
などを参考にした。伊波文庫本（Ⅱ）を底本にして横山本が筆写されたと想定するので←のれば、一部
を
除
い
た
殆
ど
の
異
同
箇
所
は
、
横
山
本
書
写
者
に
よ
る
誤
写
、
目
移
り
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
第
三
一
一
話
「
條
忽
深
病
悉
皆
棄
世
」
の
「
深
」
を
「
染
」
と
し
て
い
る
部
分
や
、
第
一
三
六
話
「
因
名
目
白
銀
岩
遂
爲
威
部
而
尊
焉
」
の
「
曰
」
字
を
脱
落
し
て
い
る
箇
所
、
第
一
四
○
話
「
前
至
久
米
山
各
移
一
山
居
焉
」
の
「
山
居
」
を
「
山
而
居
」
に
作
っ
て
い
る
部
分
な
ど
、
伊
波
文
庫
本
（
Ⅱ
）
に
し
か
見
ら
れ
な
い
特
徴
的
な
異
同
を
、
横
山
本
も
持
っ
て
い
る
こ
ま
た
、
角
川
本
の
校
異
注
は
、
横
山
本
の
異
同
を
一
二
○
箇
所
（
明
ら
か
な
誤
り
や
指
摘
漏
れ
が
あ
る
の
で
参
考
値
として挙げる）としているが、そのうち他の諸本と同じ異同を示すのは一一三箇所である。その中で最
も
異
同
が
重
な
る
の
は
島
袋
校
訂
本
で
あ
り
、
計
一
四
箇
所
と
な
る
。
刊
本
か
ら
の
筆
写
と
い
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
、
確
証
は
な
い
が
、
お
そ
ら
く
島
袋
校
訂
本
が
横
山
本
を
証
本
と
し
て
使
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
島
袋
校
訂
本
が
巻
一
・
第
一
○
話
を
一
一
話
に
別
け
、
話
数
を
一
四
二
話
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
考
え
得
る
。
他
の
諸
本
で
は
、
こ
の
よ
う
に
二
話
に
作
る
例
は
な
く
、
横
山
本
の
み
が
そ
の
形
態
を
採
っ
て
い
る
の
で
あ
る
（
し
か
し
、
こ
の
と
が
指
摘
で
き
る
。
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点
に
関
し
て
は
島
袋
校
訂
本
の
公
刊
と
横
山
本
筆
写
時
期
の
近
さ
に
加
え
、
横
山
氏
も
島
袋
氏
も
、
と
も
に
何
も
言
及
し
て
い
な
い
こ
と
が
不
審
で
あ
る
。
横
山
氏
の
関
知
し
な
い
と
こ
ろ
で
資
料
の
貸
与
・
複
写
が
あ
っ
た
可
能
性
も
考
え
得
る
だ
ろ
う
）
。
横
山
本
に
は
数
カ
所
、
宮
良
殿
内
本
や
尚
家
本
と
異
同
が
一
致
す
る
箇
所
も
あ
る
が
、
筆
者
の
引
見
によれば、その場合は伊波文庫本（Ⅱ）の異同とも一致している。
以
上
、
右
記
し
た
特
徴
的
な
誤
写
、
脱
落
、
文
字
の
異
同
な
ど
を
総
合
的
に
み
て
、
横
山
本
は
伊
波
文
庫
本
（
Ⅱ
）
を
筆
写
し
た
も
の
で
あ
る
、
と
考
え
る
こ
と
に
蓋
然
性
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、
本
書
が
尚
家
御
側
本
『
遺
老
説
伝
』
の
写
し
で
あ
る
と
い
う
可
能
性
が
消
え
た
こ
と
に
よ
り
、
横
山
本
の
親
本
と
な
っ
た
伊
波
文
庫
本
（
Ⅱ
）
が
、
戦
前
、
沖
縄
県
立
図
書
館
に
蔵
さ
れ
て
い
た
写
本
で
あ
る
、
と
い
う
事
も
同
時
に
言
う
こ
と
が
出
来
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
こ
の
横
山
本
と
伊
波
文
庫
本
（
Ⅱ
）
の
両
書
に
お
い
て
、
微
妙
に
文
字
の
異
同
が
一
致
し
な
い
箇
所
（
伊
波
文
庫
本
（
Ⅱ
）
・
巻
一
、
第
一
話
・
第
四
話
「
郡
臣
」
、
第
三
八
話
「
須
突
之
問
」
を
、
他
諸
本
と
同
様
「
群
臣
」
「
須
突
之
問
」
と
し
て
い
る
部
分
）
や
、
先
に
も
指
摘
し
た
第
一
○
話
の
記
述
を
一
部
削
っ
て
二
話
に
作
っ
て
い
る
部
分
な
ど
、
他
の
諸
本
に
見
え
な
い
特
徴
を
持
っ
て
い
る
点
は
注
意
を
要
す
る
。
活
字
本
文
と
し
て
の
『
遺
老
説
伝
』
は
、
先
に
言
及
し
た
島
袋
盛
敏
訳
注
『
遣
老
説
伝
』
（
学
芸
社
・
昭
和
一
○
年
）
２
濯
足
文
庫
「
琉
球
雑
纂
」
所
収
『
遣
老
説
伝
』
（
濯
足
本
）
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が
噴
矢
と
言
え
る
。
島
袋
校
訂
本
は
、
活
版
印
刷
の
歪
ん
だ
版
面
が
時
代
を
祐
佛
と
さ
せ
、
語
注
は
最
小
限
、
誤
植
が
多
数
散
見
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
時
代
の
趨
勢
に
よ
り
、
今
や
「
研
究
書
」
と
い
う
見
方
は
出
来
な
い
も
の
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
が
、
こ
の
書
に
よ
っ
て
『
遣
老
説
伝
』
研
究
の
端
緒
が
切
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
本
書
の
登
場
は
画
期
的
な
出
来
事
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
伊
波
普
猷
は
そ
の
序
で
「
原
文
を
其
儘
に
書
き
下
し
に
し
た
島
袋
君
の
試
み
は
、
研
究
者
の
為
め
に
却
っ
て
よ
い
事
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
の
書
の
本
編
は
漢
文
を
書
き
下
し
た
本
文
で
成
っ
て
お
り
、
巻
末
に
は
原
文
が
付
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
唯
だ
の
読
み
物
と
し
て
消
え
る
こ
と
な
く
、
後の嘉手納宗徳訳注『遣老説伝』においては、証本の位置にまで引き上げられることになるのである。
さ
て
、
そ
の
島
袋
校
訂
本
に
は
二
編
の
序
文
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
｜
っ
は
先
述
し
た
よ
う
に
、
伊
波
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
も
う
一
つ
が
、
こ
れ
か
ら
問
題
と
し
た
い
柳
田
國
男
が
寄
せ
た
序
文
で
あ
る
。
柳
田
は
こ
の
中
で
、
『
遣
老
説
伝
』
が
暫
く
の
問
、
書
架
で
休
む
暇
を
与
え
る
事
の
な
い
程
よ
く
働
い
た
書
物
で
あ
り
、
自
分
の
研
究
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
も
の
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
続
け
て
、
こ
の
書
に
封
じ
ら
れ
た
濃
密
な
説
話
世
界
が
、
い
か
に
ヤ
マ
ト
の
説
話
と
リ
ン
ク
す
る
物
で
あ
る
か
を
も
説
い
て
い
る
。
だ
が
、
こ
こ
で
一
つ
の
疑
問
が
沸
い
て
く
る
。
柳
田
は
島
袋
の
『
遣
老
説
伝
』
が
公
刊
さ
れ
る
以
前
、
如
何
様
に
し
て
『
遣
老
説
伝
』
の
テ
キ
ス
ト
を
入
手
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
柳
田
は
序
文
冒
頭
で
、
そ
の
点
に
関
し
て
以
下
の
よ
う
に
触
れ
ている。
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右
の
記
述
か
ら
、
柳
田
の
所
蔵
し
て
い
た
本
文
は
、
島
袋
校
訂
本
の
公
刊
さ
れ
る
二
十
年
程
前
の
大
正
五
年
前
後
に
、
井
上
と
い
う
人
間
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
解
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
柳
田
を
南
島
へ
と
誘
っ
た
（
大
正
一
○
年
～
）
一
因
と
し
て
、
こ
の
『
遣
老
説
伝
』
が
あ
っ
た
と
憶
測
さ
れ
る
が
、
で
は
こ
の
「
金
澤
博
士
」
と
は
一
体
誰
な
の
か
、
そ
し
て
そ
の
人
物
が
所
蔵
し
て
い
た
本
文
と
は
一
体
ど
の
様
な
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
序
文
に
触
れ
て
以
来
、
非
常
に
気
に
な
る
所
で
あ
っ
た
。
あ
る
研
究
会
の
席
で
、
琉
球
文
学
研
究
者
で
あ
る
島
村
幸
一
氏
に
、
積
年
の
疑
問
で
あ
っ
た
こ
の
「
金
澤
博
士
」
に
つ
い
て
尋
ね
る
と
、
「
金
澤
庄
一
｜
一
郎
」
の
事
で
は
な
か
ろ
う
か
、
と
ご
教
授
頂
い
た
。
金
澤
圧
三
郎
氏
（
一
八
七
一
一
’
’
九
六
七
年
）
は
大
阪
府
出
身
の
言
語
学
者
で
、
’
八
九
六
年
に
東
京
帝
国
大
学
博
言
学
科
を
卒
業
（
伊
波
普
猷
や
金
田
一
京
助
、
小
倉
進
平
ら
の
十
年
ほ
ど
先
輩
に
あ
た
る
）
。
ア
ジ
ア
各
国
の
言
語
（
朝
鮮
語
、
ア
イ
ヌ
語
、
満
州
語
、
ロ
シ
ア
語
等
）
の
比
較
研
究
を
、
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ワ
ー
ク
を
交
え
な
が
ら
精
力
的
に
行
っ
た
。
日
本
語
と
朝
鮮
語
を
比
較
対
照
し
た
「
日
韓
両
国
語
同
系
論
』
や
『
日
鮮
同
祖
論
』
は
、
大
戦
当
時
、
日
韓
併
合
推
進
者
に
よ
っ
て
様
々
に
引
用
さ
れ
た
と
い
う
。
ま
た
『
辞
林
』
、
『
広
辞
林
』
の
編
纂
者
と
し
て
も
著
名
で
あ
る
。
遣
老
説
伝
に
対
す
る
私
の
愛
着
は
、
人
に
談
っ
て
も
信
じ
ら
れ
ま
い
と
思
ふ
ほ
ど
深
い
。
今
か
ら
二
十
年
ば
か
り
前
に
、
金
澤
博
士
秘
蔵
の
本
を
借
用
し
て
、
井
上
と
い
ふ
老
人
に
写
し
て
も
ら
っ
て
か
ら
、
四
度
は
少
な
く
と
も
朱
筆
を
手
に
持
っ
て
精
読
し
た
。
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そ
の
金
澤
氏
が
所
蔵
し
て
い
た
膨
大
な
図
書
・
資
料
群
は
、
「
濯
足
文
庫
」
と
い
う
名
で
駒
沢
大
学
図
書
館
に
収
蔵
（９） 
さ
れ
て
お
り
、
目
録
も
出
来
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
目
録
に
記
載
さ
れ
た
当
時
の
駒
沢
大
学
図
聿
已
館
長
・
水
原
一
氏
に
よ
る
序
文
に
は
、
以
下
の
様
に
あ
る
。
右
を
見
れ
ば
、
文
庫
設
置
の
大
凡
の
経
緯
が
解
る
だ
ろ
う
。
さ
て
、
そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
な
が
ら
本
目
録
に
当
っ
て
み
た
と
こ
ろ
、
果
た
し
て
「
琉
球
雑
纂
」
と
名
付
け
ら
れ
た
琉
球
関
連
資
料
群
の
存
在
が
記
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
そ
先
生
は
大
正
９
年
東
京
大
学
退
官
後
は
、
公
職
を
辞
し
て
も
っ
ぱ
ら
私
学
教
育
に
当
ら
れ
た
。
わ
が
駒
沢
大
学
に
は
昭
和
３
年
か
ら
羽
年
ま
で
教
授
と
し
て
在
職
さ
れ
、
特
に
新
制
大
学
発
足
時
に
文
学
部
長
の
要
職
に
就
か
れ
た
。
そ
の
間
東
京
大
空
襲
に
本
郷
曙
町
の
邸
宅
罹
災
さ
れ
、
以
後
転
々
仮
住
を
続
け
ら
れ
た
が
、
駒
沢
大
学
と
の
深
い
御
縁
に
よ
り
、
曙
町
の
地
所
を
永
平
寺
に
寄
進
さ
れ
、
永
平
寺
は
麻
布
の
東
京
別
院
内
に
濯
足
庵
を
建
て
て
、
先
生
の
余
生
安
居
と
し
て
頂
い
た
。
…
（
中
略
）
…
昭
和
蛆
年
逝
去
の
後
、
御
蔵
書
は
永
平
寺
宝
蔵
に
寄
贈
さ
れ
た
が
、
膨
大
な
韓
国
語
資
料
そ
の
他
貴
重
の
文
献
を
学
界
に
寄
与
す
べ
く
、
昭
和
蛆
年
に
永
平
寺
か
ら
本
学
図
書
館
に
寄
託
さ
れ
、
さ
ら
に
Ⅱ
年
に
寄
贈
の
運
び
と
な
り
、
既
に
直
接
本
学
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
て
い
た
若
干
分
を
も
併
せ
て
、
こ
こ
に
「
濯
足
文
庫
」
と
し
て
永
く
先
生
の
学
恩
を
記
念
し
、
斯
道
研
究
の
資
と
す
る
運
び
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
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の
中
に
は
、
柳
田
が
島
袋
校
訂
本
の
序
文
で
「
金
澤
博
士
秘
蔵
の
本
」
と
述
べ
た
『
遣
老
説
伝
』
と
恩
し
き
写
本
が
含
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
ま
ず
濯
足
文
庫
蔵
「
琉
球
雑
纂
」
に
関
し
て
言
及
し
て
お
か
ね
ば
な
る
ま
い
。
「
琉
球
雑
纂
」
と
は
琉
球
関
係
の
書
写
資
料
（
和
綴
本
）
の
一
群
に
付
さ
れ
た
名
称
で
あ
り
、
以
下
の
七
冊
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
濯足文庫内における「琉球雑纂」の整理番号は「剛」。右の書名に付した番号は、「琉球雑纂」内で
そ
れ
ぞ
れ
の
書
物
に
付
さ
れ
た
固
有
番
号
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
る
（
例
え
ば
「
琉
球
語
学
材
料
第
拾
五
」
は「濯足文庫剛１１」となる）。
「
琉
球
雑
纂
」
は
、
榿
色
の
界
線
が
入
っ
た
一
頁
一
一
一
一
行
の
罫
紙
を
四
目
袋
綴
に
し
て
作
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
用
紙
に
は
基
本
的
に
製
造
元
を
示
す
よ
う
な
印
刷
は
な
い
が
、
「
朝
鮮
総
督
府
」
と
印
字
さ
れ
た
も
の
が
一
部
混
入
し
て
い
る
。
表
紙
裏
に
は
「
太
平
山
永
平
寺
蔵
書
章
」
「
濯
足
文
庫
」
な
ど
の
蔵
書
印
や
、
金
澤
氏
か
ら
の
寄
贈
を
示
す
押
印
が
な
さ
れ
、
昭
和
四
十
九
年
十
一
月
十
二
日
付
け
で
駒
沢
大
学
図
書
館
に
寄
託
さ
れ
た
旨
が
覗
え
る
。
こ
の
七
冊
は
、
表
紙
、
本
文
の
紙
面
な
ど
同
一
の
装
丁
が
な
さ
れ
、
全
冊
が
特
製
の
鉄
に
一
括
し
て
く
る
ま
れ
て
い
１
琉
球
語
学
材
料
第
拾
五
／
２
琉
球
語
学
材
料
第
拾
九
／
３
琉
球
民
俗
４
南
島
文
学
／
５
琉
球
民
謡
一
／
６
琉
球
民
謡
二
／
７
球
陽
遣
老
説
傳
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る
こ
と
か
ら
、
あ
ま
り
期
間
を
欄
か
ず
一
時
期
に
作
成
さ
れ
た
も
の
と
推
測
で
き
る
。
『
濯
足
文
庫
目
録
』
は
本
資
料
群の書写年代を「明治期」としているだけだが、後述するように、本書の筆写年代は４の「南島文学」（『南
島
語
及
文
学
』
）
の
成
立
（
明
治
四
二
年
）
以
降
か
ら
、
柳
田
が
『
遣
老
説
伝
』
を
書
写
さ
せ
た
時
期
（
大
正
五
年
前
後
）
迄
の
、
約
八
年
間
に
絞
る
こ
と
が
出
来
る
だ
ろ
う
。
限
ら
れ
た
時
間
内
で
の
引
見
で
あ
っ
た
た
め
、
各
書
の
細
か
い
部
分
ま
で
は
述
べ
る
こ
と
が
出
来
な
い
が
、
１
か
ら
順
に
各
書
の
簡
単
な
解
説
を
し
た
い
。
ま
ず
、
１
，
２
だ
が
、
こ
の
二
冊
に
付
さ
れ
た
「
琉
球
語
学
材
料
」
と
い
う
名
称
は
、
琉
球
大
学
附
属
図
書
館
蔵
・
伊波普猷文庫に見られる一連の書写資料群に付された名称と一致する。伊波文庫の「琉球語学材料」は、
琉球文学研究の先駆者であり、伊波普猷に多大なる影響を及ぼした研究者・田島利三郎が、明治一一七
年
頃
か
ら
、
沖
縄
を
離
れ
る
明
治
三
十
年
ま
で
に
書
写
し
た
琉
球
語
学
・
オ
モ
ロ
研
究
の
た
め
の
資
料
で
あ
る
。
後
に
オ
モ
ロ
研
究
を
志
し
た
伊
波
が
、
明
治
三
十
六
年
前
後
に
田
島
か
ら
譲
渡
さ
れ
、
今
に
至
る
と
い
う
。
そ
の
写
し
と
思
わ
れ
る
も
の
が
本
「
琉
球
雑
纂
」
内
に
存
在
し
て
い
る
の
を
見
れ
ば
、
伊
波
と
金
澤
氏
の
交
流
の
一
端
を
伺
う
こ
と
が
出来よう。ところで、池宮正治氏によれば、伊波文庫に見える「琉球語学材料」は、
第
二
「
組
踊
」
（
明
治
二
七
年
一
一
月
一
日
書
写
）
第六～拾壱「おもろさうし」（明治一一八年三月一四日書写）
第拾弐「混効験集」（明治二八年五月一一八日書写）
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（川）
の
計
一
一
冊
が
数
え
ら
れ
て
い
る
が
、
巻
一
、
一
二
、
四
、
五
、
一
四
～
一
七
が
欠
け
て
い
る
と
い
う
。
２
の
「
琉
球
語
学
材
料
第
拾
九
」
は
、
目
次
、
内
容
も
含
め
て
、
伊
波
文
庫
の
「
琉
球
語
学
材
料
第
十
九
」
と
一
致
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
親
本
と
そ
の
写
し
の
関
係
に
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
逆
に
、
濯
足
本
に
は
識
語
と
し
て
「
明
治
三
拾
年
正
月
廿
一
日
随
々
庵
主
（
田
島
の
号
ｌ
注
筆
者
）
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
池
宮
氏
の
紹
介
で
は
不
明
と
さ
れ
て
い
た
こ
の
書
の
書
写
年
代
が
明
ら
か
と
な
る
。
さ
ら
に
、
１
の
「
第
拾
五
」
は
伊
波
文
庫
に
は
見
え
な
い
巻
で
あ
り
、
写
し
と
は
い
え
貴
重
な
資
料
と
い
え
る
。
識
語
に
は
「
明
治
廿
九
年
十
二
月
廿
八
日
随
々
庵
主
」
と
あ
っ
て
、
伊
波
文
庫
の
「
拾
一
一
一
」
か
ら
「
拾
八
」
間
の
欠
落
部
分
に
あ
た
る
書
写
年
月
日
と
し
て
一
妥
当
性
が
あ
る
。
「
第
拾五」の筆写目録を記載順に掲げると、
第拾三「女官おさうし」（明治一一九年一一一月五日書写）
第
拾
八
「
琉
球
大
歌
集
」
（
明
治
三
○
年
一
月
一
一
○
日
書
写
）
第
十
九
「
諸
間
切
の
ろ
く
も
い
の
お
も
り
」
（
書
写
年
不
明
）
「
琉
球
国
中
碑
文
記
抄
」
／
「
松
風
齊
之
琉
球
語
解
釈
付
琉
球
談
抄
録
」
／
「
冠
舩
那
覇
組
踊
」
／
「
口
説
集
」
「
聞
得
大
君
御
殿
の
諸
帳
簿
よ
り
抄
録
（
本
文
中
で
は
「
聞
得
大
君
御
殿
御
願
公
事
帳
抄
録
」
ご
／
「
沖
縄
県
寺
社臺帳板書」
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と
な
っ
て
い
る
。
池
宮
氏
は
先
の
論
中
で
、
伊
波
文
庫
所
収
の
田
島
書
写
資
料
と
「
琉
球
語
学
材
料
」
を
取
り
挙
げ
な
が
ら
、
次
の
様
に
推
測
し
て
い
る
。
池
宮
氏
が
「
宜
湾
朝
保
の
「
琉
語
解
釈
」
も
田
島
の
書
写
し
た
も
の
」
と
し
て
い
る
の
は
、
お
そ
ら
く
「
琉
語
解
釈
」
（ｕ） 
末
尾
に
「
随
庵
記
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。
『
琉
球
菫
叩
便
覧
』
で
は
、
出
典
が
明
記
さ
れ
な
い
が
、
そ
の
本
文
は
「
語
学
材
料
第
拾
五
」
に
収
め
ら
れ
る
「
松
風
齊
之
琉
球
語
解
釈
付
琉
球
談
抄
録
」
の
本
文
と
一
致
し
て
い
る
（
松
風
齊
は
宜
湾
朝
保
の
号
）
。
ま
た
「
琉
球
国
碑
文
記
」
も
抄
録
で
は
あ
る
が
本
書
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
池
宮
氏
の
予
測
は
こ
の
濯
足
文
庫
「
琉
球
雑
纂
」
で
一
部
証
明
さ
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
ま
た
田
島
の
（ｕ） 
『琉球文学研究』に見える「一二、御拝つヌ」項は、本書に収められる「聞得大君御殿の諸帳簿より抄録」
が
そ
の
依
拠
資
料
と
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
を
、
併
せ
て
指
摘
し
て
お
く
。
３
の
「
琉
球
民
俗
」
は
、
管
見
な
が
ら
同
じ
書
名
を
も
つ
も
の
を
見
つ
け
ら
れ
な
い
。
識
語
・
敏
文
も
な
く
、
本
文
他
に
『
琉
球
語
便
覧
』
（
一
九
一
六
年
）
の
付
録
に
収
め
ら
れ
た
、
宜
湾
朝
保
の
「
琉
語
解
釈
」
も
田
島
の
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
（
田
島
書
写
資
料
の
こ
と
ｌ
注
筆
者
）
を
『
琉
球
文
学
研
究
』
と
比
較
す
る
と
、
「
碑
文
」
と
「
先
島
の
歌
」
が
な
い
。
「
語
学
材
料
」
の
欠
巻
に
こ
の
「
碑
文
」
と
「
先
島
の
歌
」
が
あ
っ
た
の
で
は
ないだろうか。
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も
所
々
に
遊
紙
を
挟
む
な
ど
、
未
整
理
・
雑
多
な
感
が
あ
る
。
実
際
に
本
文
を
み
る
と
様
々
な
書
物
か
ら
の
抜
き
書
き
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
『
琉
球
民
俗
』
と
い
う
書
名
は
金
澤
氏
が
後
に
付
し
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。
抜
き
書
き
さ
れ
た
資
料
の
一
部
は
、
名
越
左
源
太
の
『
南
島
雑
話
』
や
、
都
成
植
義
（
後
述
）
の
『
奄
美
史
談
」
で
あ
る
こ
と
が
確
認
できた。後半部は該当する本文が未だ見つけられないでいるが、「神木屋」（奄美のノロ殿内）、「高蔵」
（
ボ
レ
倉
を
指
す
か
）
等
の
記
述
か
ら
、
奄
美
関
係
文
献
等
か
ら
の
抜
粋
と
予
想
さ
れ
る
。
４
の
「
南
島
文
学
」
に
も
、
書
写
の
い
き
さ
つ
を
示
す
よ
う
な
識
語
は
存
在
し
な
い
。
し
か
し
、
本
書
の
「
緒
言
」
と
い
う
項
目
の
な
か
に
「
明
治
四
十
二
年
一
一
月
都
成
植
義
誌
す
」
と
あ
っ
て
、
掲
げ
ら
れ
た
目
次
が
、
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
都
成
植
義
の
『
南
島
語
及
文
学
』
を
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
白
で
あ
る
。
前
に
掲げた『奄美史談』と関連することから、都成植義について付言しておく。都成植義（南峰）は、一
八
六
六
年
、
名
瀬
村
（
現
・
奄
美
市
）
金
久
生
ま
れ
。
教
員
・
巡
査
・
裁
判
所
書
記
官
な
ど
を
歴
任
し
、
名
瀬
村
長
な
ど
も
務
め
た
。
’
九
一
四
年
に
死
去
。
代
表
的
著
作
で
あ
る
『
奄
美
史
談
』
、
『
南
島
語
及
文
学
」
は
、
’
九
一
一
一
三
年
に
第
一
編
第
二
編
第
一
章
第
一
章
第
四
章
南
島
の
称
呼
及
び
地
理
／
第
一
一
章
南
島
の
語
音
及
び
語
源
／
第
三
章
南
島
文
学
／
第
一
一
章
八
重
山
の
分
／
第
三
章
沖
永
良
部
島
の
分
喜
界
島
の
分
／
第
五
章
沖
縄
の
分
／
第
六
章
大
島
の
分
南
島
語
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甥
の
永
井
龍
一
氏
の
手
に
よ
り
刊
行
さ
れ
て
い
る
（
７
）
か
し
、
そ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
に
流
布
さ
れ
て
い
た
の
か
不
明
）
。
小川学夫氏によれば、都成の著作は坂口徳太郎の『奄美大島史』（大正一○年）や、昇曙夢の『大奄美史』
（Ｍ） 
（昭和一一四年）に多くの影響を与えたという。だが、この聿已がどのような経路で金澤氏の手に渡り、「琉
球
雑
纂
」
の
一
部
と
し
て
書
写
さ
れ
た
の
か
、
何
故
書
名
が
一
致
し
な
い
の
か
な
ど
、
は
っ
き
り
し
な
い
部
分
が
多
い
。
細
か
い
部
分
で
今
後
の
調
査
が
必
要
か
と
思
わ
れ
る
。
５
，
６
の
「
琉
球
民
謡
（
｜
）
（
二
）
」
は
そ
の
書
名
が
指
す
よ
う
に
、
膨
大
な
琉
球
民
謡
が
書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
れ
も
『
琉
球
民
俗
』
と
同
様
、
ど
こ
か
に
纏
ま
っ
た
底
本
が
あ
る
と
い
う
訳
で
は
な
い
よ
う
で
、
様
々
な
書
物
か
ら
の
抜
書
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
か
、
か
な
り
の
部
分
で
重
複
が
見
ら
れ
る
。
５
の
底
本
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
伊
波
文
庫
蔵
『
宮
古
島
の
歌
』
上
・
下
で
あ
る
。
筆
者
の
引
見
に
よ
れ
ば
、
下
巻
の
ほ
う
が
前
半
に
記
載
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
６
に
関
し
て
も
、
同
文
庫
蔵
『
宮
古
八
重
山
の
歌
』
が
関
連
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
な
お
も
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
「
琉
球
雑
纂
」
に
関
し
て
一
応
の
解
説
を
試
み
た
が
、
未
だ
疑
問
が
山
積
し
て
い
る
。
今
後
研
究
が
さ
ら
に
進
展
す
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
書
物
の
来
歴
が
明
ら
か
に
な
る
だ
ろ
う
。
ま
た
逆
に
、
本
資
料
群
の
存
在
か
ら
明
ら
か
と
な
る
事
実
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
今
は
た
だ
、
資
料
紹
介
に
留
め
る
こ
と
と
す
る
。
次
に
本
稿
の
主
眼
と
な
る
、
７
『
遣
老
説
伝
』
の
詳
細
を
見
て
ゆ
く
。
先
に
も
述
べ
た
通
り
、
本
『
遣
老
説
伝
』
は
駒
沢
大
学
図
書
館
・
濯
足
文
庫
所
収
「
琉
球
雑
纂
」
の
一
部
と
し
て
存
在
し
て
い
る
。
濯
足
文
庫
に
お
け
る
整
理
番
号
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は
「
濯
足
川
１
７
」
。
閲
覧
希
望
を
出
せ
ば
実
見
可
能
で
あ
る
。
本
書
は
一
冊
、
四
目
袋
綴
、
墨
付
五
○
枚
か
ら
な
り
、
表紙題菱に「球陽遣老説傳」、内題には「遣老説伝」とある。ちなみに永平寺における登録番号は「川」。
本文の用紙は他の本文同様、燈色の界線入り一頁一一一一行の罫紙である。巻一、巻一一一、附巻は一行一
九字詰めで書かれるが、巻一一のみ二○字詰め。筆跡・体裁も、巻一一のみ他とは明らかに異なることから、
複
数
人
で
筆
写
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
と
も
考
え
得
る
。
ま
た
巻
三
以
降
に
も
、
速
書
き
の
為
の
文
字
の
乱
れ
か
、
筆
写
し
た
人
間
が
変
わ
っ
た
た
め
か
は
不
明
だ
が
、
一
部
筆
跡
が
異
な
る
部
分
が
見
受
け
ら
れ
る
。
本
文
は
内
題
、
遊
紙
一
丁
を
お
い
て
始
ま
り
、
巻
末
も
遊
紙
一
丁
を
挟
む
。
巻
が
変
わ
る
部
分
で
は
改
丁
が
な
さ
れ
、
各
巻
の
初
め
に
は
必
ず
二
行
分
を
と
っ
て
「
球
陽
外
巻
○
／
遣
老
説
傳
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
後
掲
の
表
（
『
遺
老
説
伝
』
諸
本
の
説
話
異
同
一
覧
）
を
参
照
頂
け
れ
ば
一
目
瞭
然
で
あ
る
が
、
本
書
は
護
〈旧）
得
久
本
と
同
じ
項
目
の
説
話
を
欠
い
て
い
る
。
護
得
久
本
と
は
、
歌
人
で
あ
り
、
国
学
奉
行
や
系
図
座
奉
行
な
ど
の
職
も
歴
任
し
た
護
得
久
朝
常
（
向
文
蔚
二
八
五
○
’
一
九
一
○
年
）
の
筆
に
な
る
写
本
で
、
現
在
は
沖
縄
県
立
図
書
館
・
東
恩
納
寛
惇
文
庫
に
蔵
さ
れ
て
い
る
。
嘉
手
納
宗
徳
氏
は
「
尚
家
に
縁
故
の
あ
る
人
で
、
首
里
尚
家
に
存
在
す
る
数
あ
る
文
献
を
閲
覧
調
査
で
き
た
人
で
あ
る
」
と
、
そ
の
筆
写
過
程
を
推
測
し
て
い
る
が
、
さ
ら
に
続
け
て
次
の
よ
う
に
も
（肘）
述べている。
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※基準番号は沖縄文化史料集成６『球陽外巻遣老説伝』（角川書店）を基
にしている。
※「－」は欠落を示す。
※網掛けは錯簡を示す。
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9９ 9９ 9９ 9９ 9９ 9９ 9９ 
1００ 1００ 1００ 1００ 1００ 1００ 1００ 
1０１ 1０１ 1０１ 1０１ 1０１ 
1０２ 1０２ 1０２ 1０２ 1０２ 1０２ 1０２ 
1０３ 1０３ 1０３ 1０３ 1０３ 1０３ 1０３ 
1０４ 1０４ 1０４ 1０４ 1０４ 
1０５ 1０５ 1０５ 1０５ 1０５ 
1０６ 1０６ 1０６ 1０６ 1０６ 1０６ 1０６ 
1０７ 1０７ 1０７ 1０７ 1０７ 1０７ 1０７ 
1０８ 1０８ 1０８ 1０８ 1０８ 1０８ 1０８ 
1０９ 1０９ 1０９ 1０９ 1０９ 
1１０ 1１０ 1１０ ｉ:灘j1ilO灘 1１０ 
1１１ 1１１ 1１１ 霧iii職｝鱒 1１１ 1１１ 1１１ 
1１２ 1１２ 1１２ 1》 -も 1１２ 
1１３ 1１３ 1１３ 蕊ilI1l3I蕊｛ 1１３ 
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巻 基準番号 伊波本(1) 伊波本(Ⅱ） 宮良殿内本 内閣本 護得久本 濯足本 横山本 島袋校訂本
３ 1１４ 1１４ 1１４ 
111:．;-F･ｲ･ﾆｰ号,;｡~少Ｉ魚ｐＬＬｌ三:L灘14蒼 1１４ 1１４ 1１４ 
1１５ 1１５ 1１５ 1噸｝慮蕊 1１５ 
1１６ 1１６ 1１６ 
Lローﾛ.`ﾛｰ鰺可-;1.1ﾊ1-1-』｡｜･い゛ﾛｰ･､。-゜‐'･･1-L､.,,ﾛｰ雛轍，識Ｉ 1１６ 1１６ 1１６ 
1１７ 1１７ 1１７ :熱1： 1１７ 1１７ 1１７ 
1１８ 1１８ 1１８ ||灘il鰯鱗； 1１８ 1１８ 1１８ 
1１９ 1１９ 1１９ i)鮒禰蕊Ｉ！ 1１９ 
1２０ 1２０ 1２０ 鞭il20蕊1１ 1２０ 1２０ 1２０ 
1２１ 1２１ 1２１ 灘|÷'111 枅炬r9.frミロ>託f'~'ＬＬ;－肘･ﾆﾛﾀﾞ,；･汁1F､ 1２１ 1２１ 1２１ 
1２２ 1２２ 1２２ 蕊烈22鳶 1２２ 1２２ 1２２ 
1２３ 1２３ 1２３ il蝋１１鰯議 1２３ 1２３ 1２３ 
1２４ 1２４ 1２４ Ｊ■ ji7餌蕊 1２４ 1２４ 1２４ 
1２５ 1２５ 1２５ で‐｜■・閂』愚 凡。（２） －１割 1２５ 1２５ 1２５ 
1２６ 1２６ 1２６ !〉瀧1１ ３９'P',，, ペ‐｣~!：! 1２６ 1２６ 1２６ 
1２７ 1２７ 1２７ 1２７ 1２７ 1２７ 1２７ 
1２８ 1２８ 1２８ 1２８ 1２８ 1２８ 1２８ 
附 1２９ 1２９ 1２９ 1２９ 1２９ 1２９ 1２９ 
1３０ 1３０ 1３０ 1３０ 1３０ 1３０ 1３０ 1３０ 1３０ 
1３１ 1３１ 1３１ 1３１ 1３１ 1３１ 1３１ 
1３２ 1３２ 1３２ 1３２ 1３２ 1３２ 1３２ 1３２ 1３２ 
1３３ 1３３ 1３３ 1３３ 1３３ 1３３ 1３３ 
1３４ 1３４ 1３４ 1３４ 1３４ 1３４ 1３４ 1３４ 1３４ 
1３５ 1３５ 1３５ 1３５ 1３５ 1３５ 1３５ 
1３６ 1３６ 1３６ 1３６ 1３６ 1３６ 1３６ 1３６ 1３６ 
1３７ 1３７ 1３７ 1３７ 1３７ 1３７ 1３７ 1３７ 1３７ 
1３８ 1３８ 1３８ 1３８ 1３８ 1３８ 1３８ 1３８ 1３８ 
1３９ 1３９ 1３９ 1３９ 1３９ 1３９ 1３９ 
1４０ 1４０ 1４０ 1４０ 1４０ 1４０ 1４０ 
1４１ 1４１ 1４１ 1４１ 1４１ 1４１ 1４１ 1４１ 1４１ 
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こ
の
嘉
手
納
氏
の
疑
問
に
対
し
て
、
今
ま
で
に
明
確
な
解
答
が
与
え
ら
れ
た
こ
と
は
な
い
。
『
遣
老
説
伝
』
の
文
献
学
的
考
察
が
為
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
事
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
他
に
こ
の
よ
う
な
省
略
形
態
を
採
る
写
本
が
見
つ
か
っ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
点
が
大
き
い
で
あ
ろ
う
。
前
述
の
よ
う
に
本
書
と
護
得
久
本
は
そ
の
省
略
の
仕
方
が
同
一
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
両
書
の
詳
細
な
比
較
に
よ
っ
て
嘉
手
納
氏
の
疑
問
に
対
す
る
答
え
が
見
つ
か
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
こ
で
両
書
の
本
文
を
見
て
み
る
と
、
そ
の
特
徴
的
な
本
文
脱
落
に
関
し
て
も
、
か
な
り
近
似
し
た
形
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
解
る
。
左
に
一
例
を
示
す
（
ス
ラ
ッ
シ
ュ
は
諸
本
に
お
け
る
改
行
、
ス
ペ
ー
ス
は
空
白
箇
所
を
示
す
）
。
た
だ
気
に
な
る
こ
と
は
護
得
久
本
は
他
本
よ
り
記
事
数
が
少
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
獲
得
久
本
の
底
本
が
欠
落
本
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
か
、
そ
れ
と
も
原
本
の
ま
ま
な
の
か
疑
問
で
あ
る
。
▽
護
得
久
本
巻
一
一
一
第
一
○
二
話
…
熱
田
忽
生
一
計
出
迎
謝
罪
請
入
／
城
中
大
設
酒
席
槁
之
今
歸
仁
死
干
此
故
名
之
曰
今
歸
仁
／
山
…
角
川
校
訂
本
文
巻
一
一
一
第
一
○
二
話
…
熱
田
忽
生
一
計
出
迎
謝
罪
請
入
城
中
大
設
酒
席
槁
之
今
歸
仁
三
章
大
酔
而
回
熱
田
伏
兵
干
翁
長
村
北
山
而
殺
之
今
歸
仁
死
干
此
故
名
之
曰
今
歸
仁
山
…
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護得久朝常の没年（一九一○年）と、濯足本の成立年代（一九○九～’九一六年頃）から考えれば、
濯足本が護得久本を書写したものと推測できるだろうが、果たしてそのように単純な判断が可能であ
ろうか。以下、本文をさらに仔細に見ることでこの点を考えたい。両害の特徴的な脱落・誤写が一同
に示される第一七話を取り挙げて検討する。
▽
護
得
久
本
巻
一
一
一
第
一
○
三
話
…之拝受而出乃向郷／人指一宅曰此昔吾之所居歎吾孫何在…
▼
濯
足
本
巻
三
第
一
○
一
一
一
話
…
之
拝
受
而
出
乃
向
郷
／
人
指
一
宅
曰
此
昔
吾
之
所
居
歎
吾
孫
何
在
…
▼
濯
足
本
巻
三
第
一
○
一
一
話
…
熱
田
忽
生
一
計
出
迎
謝
／
罪
諸
入
城
中
大
設
酒
席
矯
之
今
歸
仁
死
干
此
故
名
／
之
今
歸
仁
山
…
角
川
校
訂
本
文
巻
一
一
一
第
一
○
三
話
…之拝受而出果向虚有路頃刻到與那久濱訪入郷境果無一人相識者乃向郷人指一宅曰此昔吾之所
居
歎
吾
孫
何
在
…
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傍
線
部
「
寅
」
字
だ
が
、
護
得
久
本
で
は
「
責
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
部
分
は
単
純
に
誤
写
と
考
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
濯
足
本
は
誤
脱
、
お
よ
び
文
字
の
転
倒
が
非
常
に
多
い
本
文
で
あ
る
こ
と
が
全
体
を
通
し
て
言
え
る
。
次
に
傍
線
部
「
焉
」
を
見
る
と
、
濯
足
本
は
一
宇
分
の
空
白
を
と
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
筆
写
時
に
お
け
る
判
断
保
留
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
護
得
久
本
の
本
文
（
コ
ピ
ー
）
を
見
る
限
り
で
は
当
該
箇
所
は
鮮
明
に
書
か
れ
て
お
り
、
護
得
久
本
を
当
写
本
の
親
本
と
想
定
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
部
分
を
わ
ざ
わ
ざ
空
白
に
し
て
判
断
を
保
留
し
て
い
る
理
由
が
不
明
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
判
断
保
留
箇
所
は
濯
足
本
に
い
く
つ
か
見
え
る
。
○
脱
落
・
誤
写
・
保
留
▽
護
得
久
本
巻
一
第
一
七
話
一
往
昔
之
世
有
男
女
二
人
要
責
其
身
□
筒
夷
堂
石
團
而
姑
焉
／
偶
逢
買
奴
僕
之
人
約
定
債
銭
即
與
銭
八
貫
而
椿
去
然
其
／
奴
僕
甚
不
幹
自
此
之
後
俗
叫
奴
僕
不
能
者
皆
云
八
貢
奴
▼
濯
足
本
巻
一
第
一
七
話
一
往
昔
之
世
有
男
女
二
人
要
買
其
身
暫
掎
夷
堂
石
團
／
而
姑
□
偶
逢
買
奴
僕
之
人
約
定
債
銭
即
與
銭
八
貢
／
而
帯
去
然
其
奴
僕
甚
不
幹
自
此
之
後
俗
叫
奴
僕
不
／
能
者
皆
云
八
貢
奴
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’
一
六
話
な
ど
は
、
偏
を
書
い
て
い
る
も
の
の
、
秀
に
関
し
て
は
留
保
し
て
い
る
と
い
う
珍
し
い
例
で
あ
る
。
右
褐
し
た
い
ず
れ
の
部
分
に
つ
い
て
も
、
護
得
久
本
で
は
鮮
明
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
を
付
言
し
て
お
く
。
さ
ら
に
第
一
七
話
の
破
線
部
「
暫
」
字
は
、
逆
に
護
得
久
本
が
脱
落
さ
せ
て
い
る
と
い
う
例
で
あ
る
。
何
度
も
言
う
よ
う
だ
が
、
濯
足
本
が
護
得
久
本
か
ら
筆
写
し
た
と
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
当
該
箇
所
は
同
様
に
脱
落
さ
せ
て
い
る
は
ずである。こういった箇所は他にも散見されるが、次の箇所を見ればそれがより明確となる。
《判断保留例》
▽
護
得
久
本
巻
一
第
五
五
話
…
若
播
稻
種
則
郡
鳥
飛
來
聚
會
蓋
食
果
如
其
言
屡
有
／
效
駿
焉
由
是
子
丑
日
不
敢
播
稻
種
也
▼
濯
足
本
巻
一
第
五
五
話
…
若
播
稻
種
則
郡
烏
飛
／
來
聚
會
壼
食
果
如
其
言
屡
□
□
瞼
焉
由
是
子
丑
日
／
不
敢
播
稻
種
也
▽
護
得
久
本
巻
三
第
一
一
六
話
…
一
日
其
家
僕
坐
駕
小
舟
出
海
釣
魚
陸
遭
鴎
／
風
漂
到
南
島
…
▼
濯
足
本
巻
三
第
一
一
六
話
…
一
日
其
家
僕
坐
駕
小
舟
出
海
釣
／
魚
旧
遭
鴎
風
漂
到
南
島
…
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破
線
部
を
見
れ
ば
解
る
よ
う
に
、
護
得
久
本
は
当
該
箇
所
に
二
一
字
分
の
脱
落
が
あ
る
が
、
濯
足
本
で
は
そ
れ
が
記
述されているのである。以上のことを考え合わせれば、護得久本↓濯足本というような、単純な書写
関
係
が
説
明
出
来
な
い
こ
と
が
直
ち
に
了
解
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
、
先
に
触
れ
た
嘉
手
納
氏
の
護
得
久
本
に
対
す
る
疑
問
に
翻
っ
て
み
る
。
右
の
考
察
か
ら
帰
納
さ
れ
る
の
は
、
護
得
久
本
、
濯
足
本
が
と
も
に
引
見
・
書
写
し
た
別
の
親
本
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
二
つ
の
写
本
は
兄
弟
本
と
い
う
関
係
に
な
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
二
本
の
写
本
が
同
様
の
説
話
を
欠
落
さ
せ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
護
得
久
本
書
写
者
で
あ
る
護
得
久
朝
常
が
、
記
事
が
揃
っ
た
原
本
か
ら
意
識
的
に
脱
落
さ
せ
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
こ
と
も
言
え
る
。
底
本
は
あ
く
ま
で
護
得
久
本
、
濯
足
本
と
同
様
の
脱
落
を
示
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
濯
足
本
の
書
写
年
代
か
ら
推
測
し
て
、
少
な
く
と
も
明
治
末
年
ま
で
は
伊
波
文
庫
本
系
統
と
は
異
な
っ
た
、
所
謂
「
省
略
本
」
が
《本文脱落例》
▽
護
得
久
本
巻
一
一
第
七
三
話
…
忽
看
東
漠
之
中
有
一
小
島
隠
見
波
涛
之
間
和
波
静
則
現
在
一
島
姐
海
甚
近
▼
濯
足
本
巻
一
一
第
七
三
話
…
急
看
東
漠
之
中
有
／
小
島
隠
見
濤
之
問
白
樽
深
奇
且
怪
時
々
出
行
其
野
用
／
心
看
之
日
晴
雲
散
風
静
波
静
則
現
在
一
島
叛
海
甚
近
／
…
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存
在
し
て
い
た
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
両
者
を
付
き
合
わ
せ
て
校
訂
す
れ
ば
、
そ
の
親
本
の
姿
が
あ
る
程
度
解
明
さ
れ
る
が
、
そ
の
親
本
の
行
方
や
省
略
本
成
立
の
意
味
な
ど
を
考
え
る
こ
と
も
、
今
後
の
研
究
に
必
要
か
と
思
わ
れ
る
。
内
閣
文
庫
は
、
明
治
新
政
府
・
太
政
官
に
設
置
さ
れ
た
記
録
課
、
歴
史
課
図
書
掛
な
ど
を
母
体
と
し
、
明
治
十
七
年
に
太
政
官
文
庫
を
引
き
継
い
で
、
翌
十
八
年
十
二
月
の
内
閣
制
度
発
足
と
と
も
に
、
新
設
の
内
閣
記
録
局
所
管
の
文
庫
と
し
て
確
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
現
在
は
そ
の
蔵
書
と
と
も
に
、
内
閣
府
所
管
の
独
立
行
政
法
人
・
国
立
公
文
書
館
に
移
管
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
同
文
庫
の
蔵
書
は
、
江
戸
幕
府
か
ら
受
け
継
い
だ
も
の
（
紅
葉
山
文
庫
、
昌
平
坂
学
問
所
、
和
学
講
談
所
な
ど
の
蔵
書
）
を
中
心
に
、
内
閣
文
庫
が
購
入
し
た
古
書
・
古
文
書
類
、
寄
贈
書
や
官
庁
出
版
物
・
政
府
（Ｆ） 
購入の洋書などが加えられたものであり、その総冊数は約五十一二万冊にのぼるという。
（胆）
その内閣文庫には一一一編の『球陽』が収められており、そのうちの一一編（’一一冊本・’’二冊本）に関
し
て
は
、
影
印
が
沖
縄
歴
史
情
報
研
究
会
の
手
で
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
化
さ
れ
て
い
る
（
文
部
科
学
省
研
究
補
助
金
重
点
領
域
研
究
「
沖
縄
の
歴
史
情
報
」
Ｃ
Ｄ
ｌ
Ｒ
○
Ｍ
版
研
究
成
果
報
告
書
）
。
そ
の
二
編
の
『
球
陽
』
の
う
ち
、
い
わ
ゆ
る一一一一冊本には、第一三冊として『遺老説伝』を書写したものが含まれている。
『球陽」’三冊本は、岩崎宏之氏の解説によれば「架蔵番号はⅢｌ洲の本資料は外務省による明治
３
内
閣
文
庫
本
『
球
陽
』
（
一
三
冊
本
）
所
収
『
遣
老
説
伝
』
（
内
閣
本
）
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十
八
年
の
写
本
で
、
一
三
冊
に
分
冊
さ
れ
て
い
る
。
用
菱
は
茶
色
の
罫
紙
で
、
柱
に
「
外
務
省
」
と
あ
る
。
分
冊
は
（
１
）
壱～五、（２）六～八、（３）九～十一、（４）十二～十一一一、（５）十四～十五、（６）十六～十七、（７）
十八～十九、（８）二十、（９）廿、（、）廿一～廿一一、（Ⅱ）廿一一一～廿四、（、）附録、（田）外編一～一一一、
（四）
璽哩老説伝」よりなるとされる。
ただ、この記述には誤りがあり、正確に言えば（１）は巻一～二、（２）は巻一一一～五であり、以降
分冊番号が一つずつずれて（８）が「十八～十九」、（９）が「廿」となる。また（旧）の「外編一～三、
遣
老
説
伝
」
は
表
紙
題
菱
に
書
か
れ
た
外
題
を
利
用
し
て
記
し
た
も
の
と
思
料
さ
れ
る
が
、
本
文
に
は
附
巻
ま
で
含
ま
れ
て
お
り
、
正
確
に
は
「
外
編
一
～
三
、
附
、
遣
老
説
伝
」
と
す
べ
き
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
内
閣
文
庫
『
球
陽
』
一
三
冊
本
は
、
い
か
な
る
筆
写
過
程
を
経
由
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
幸
い
に
、
本
冊
の最後に以下の識語が掲げられている（スラッシュは実際の改行位置）。
こ
の
識
語
か
ら
、
本
書
は
内
閣
文
庫
発
足
の
直
前
、
明
治
十
八
年
八
月
に
書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
白
だ
十
八
年
八
月
此
書
ハ
琉
球
國
與
那
原
親
方
ノ
蔵
書
ナ
リ
シ
ヲ
明
治
／
十
八
年
栗
田
萬
次
郎
同
國
ヨ
リ
取
寄
タ
ル
ヲ
借
用
シ
／
テ
篤
ス
外
務
省
記
録
局
256 
Hosei University Repository
が
、
右
記
で
注
目
す
べ
き
は
「
與
那
原
親
方
」
と
「
栗
田
萬
次
郎
」
の
名
で
あ
る
。
明
治
初
年
頃
ま
で
「
與
那
原
親
方
」
と
い
う
名
乗
り
が
通
っ
て
い
た
人
物
と
な
る
と
、
お
そ
ら
く
與
那
原
良
傑
（
馬
兼才）のことと考えられる。與那原良傑の名は、例えば「毛姓家譜（野村家）」十一世・安暢の項に「同
治
十
一
一
年
癸
酉
二
月
十
日
奉
内
命
兼
本
職
為
東
京
詰
年
頭
御
使
者
馬
氏
與
那
原
親
方
良
傑
附
添
二
十
八
日
奉
命
既
就
其
職
」
等
と
見
え
る
。
與
那
原
は
、
琉
球
処
分
期
に
外
交
官
と
し
て
た
び
た
び
上
京
し
、
明
治
政
府
と
の
折
衝
に
当
っ
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
’
八
七
七
年
、
三
司
官
で
あ
っ
た
池
城
安
規
の
死
去
に
と
も
な
い
、
東
京
に
於
い
て
一
一
一
司
官
に
就
任
。
七
九
年
一
月
に
内
務
省
の
松
田
道
之
に
同
行
し
て
帰
藩
す
る
が
、
同
年
三
月
に
断
行
さ
れ
た
琉
球
処
分
に
よ
り
、
尚
泰
に
随
行
し
て
上
京
。
東
京
詰
の
家
令
と
な
っ
て
尚
侯
爵
家
の
整
備
に
尽
し
た
と
い
う
。
後
に
病
を
得
て
帰
県
し
、
ま
も
な
く
死
去
し
た
と
言
わ
れ
る
が
、
詳
し
い
没
年
は
不
明
で
あ
る
。
家
令
と
い
う
立
場
上
、
與
那
原
が
尚
家
の
文
物
を
管
理
し
て
い
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
一
方
の
「
栗
田
萬
次
郎
」
で
あ
る
が
、
幕
末
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
活
動
し
た
本
草
家
・
博
物
学
者
の
栗
田
萬
次
郎
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
長
谷
川
仁
氏
に
よ
れ
ば
、
栗
田
は
博
物
学
者
・
伊
藤
圭
介
や
田
中
芳
男
に
優
る
と
も
劣
ら
な
（加）
い
学
識
を
も
ち
な
が
ら
も
、
「
ほ
と
ん
ど
野
に
あ
っ
た
た
め
忘
れ
ら
れ
た
」
人
物
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
栗
田
の
学
識
の
一
端
を
知
る
伊
藤
篇
太
郎
氏
は
「
漢
学
を
能
く
し
、
イ
ギ
リ
ス
語
に
通
じ
フ
ラ
ン
ス
語
も
で
き
た
よ
う
で
あ
り
、
ま
た
満
州
の
文
字
を
書
く
こ
と
が
で
き
て
之
を
手
記
し
た
も
の
が
余
の
手
元
に
あ
り
、
そ
の
他
朝
鮮
の
仮
名
を
書
き
入
（刈）
れ
た
も
の
も
あ
る
」
と
記
し
て
お
り
、
そ
の
語
学
力
を
生
か
し
海
外
の
動
植
物
学
の
論
文
を
駆
使
し
て
、
様
々
な
報
生
ロ
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書
・
調
査
書
を
書
き
上
げ
て
い
る
。
栗
田
は
幕
末
か
ら
明
治
期
に
か
け
、
小
笠
原
諸
島
・
琉
球
・
台
湾
の
生
物
学
調
査
を
行
っ
て
も
い
る
が
、
特
に
琉
球
調
査
に
目
を
向
け
る
と
、
勧
農
局
の
嘱
に
応
じ
た
物
産
調
査
を
明
治
八
年
二
八
七
（型）
五
）
九
月
か
ら
一
一
月
ま
で
行
っ
て
お
り
、
手
稿
と
し
て
『
琉
球
物
産
報
草
』
が
知
ら
れ
る
と
い
う
。
栗
田
は
｝
」
の
琉
球
調
査
に
際
し
て
、
與
那
原
と
何
ら
か
の
関
わ
り
を
持
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
近
年
、
南
方
熊
楠
の
文
庫
か
ら
も
『
球
陽
』
が
発
見
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
明
治
期
の
博
物
学
的
な
視
野
を
持
っ
た
自
然
科
学
系
研
究
者
も
、
琉
球
と
い
う
地
域
（麹）
の
把
握
の
た
め
に
『
球
陽
』
を
利
用
し
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
。
そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
栗
田
が
本
草
学
・
博
物
学
的
興
味
に
よ
り
、
與
那
原
を
経
由
し
て
『
球
陽
』
を
入
手
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
前掲、岩崎氏の解説により本『球陽』一一一一冊本の大方の所は説明されるが、その第一三冊である『遣
老
説
伝
』
に
関
し
て
、
本
文
を
も
う
少
し
詳
し
く
見
て
ゆ
く
こ
と
と
す
る
。
『
遣
老
説
伝
』
の
本
文
自
体
は
一
冊
、
墨
付
き
八
八
丁
か
ら
な
り
、
一
頁
一
○
行
、
一
行
約
一
九
字
で
作
成
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
本
稿
で
し
ば
し
ば
言
及
し
て
き
た
が
、
『
遣
老
説
伝
』
に
は
巻
一
～
三
、
附
巻
で
構
成
さ
れ
る
「
四
巻
本
」
と
、
巻一・一一、附巻で作られ巻一一一が欠落している「巻三欠落本」、そして一部の説話が脱落した「省略本」
の系統が存在する。本内閣本を右の系統で別けるのであれば、全ての巻が揃い、説話も一四一話全て
揃
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
所
謂
「
四
巻
本
」
系
統
と
し
て
良
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
こ
の
本
文
は
巻
三
の
一
一
○
話
（
内
閣
本
七
十
オ
）
～
’
二
六
話
（
同
七
八
オ
）
ま
で
に
錯
簡
が
起
こ
っ
て
い
る
。
錯
簡
に
関
し
て
は
図
④
．
内
閣
本
錯
簡
例
を
見
て
頂
い
た
方
が
早
い
（
錯
簡
が
起
き
て
い
る
箇
所
に
破
線
を
引
き
、
フ
ォ
ン
ト
を
変
え
た
）
。
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六九ウ七十オ 図
④
・
内
閣
本
錯
簡
例
七十ウ七一オ
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図
④
．
七
十
オ
「
一
往
昔
喜
屋
武
間
切
～
」
で
始
ま
る
部
分
は
一
二
話
冒
頭
に
相
当
す
る
が
、
後
半
部
が
欠
け
て
お
り
、
「
木
可
愛
妖
魔
～
」
か
ら
始
ま
る
本
文
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
接
続
さ
れ
た
本
文
は
一
二
五
話
の
後
半
部
に
当
た
る
も
の
で
あ
る
。
七
十
ウ
・
八
行
目
で
一
二
五
話
が
終
わ
り
、
改
行
し
て
一
二
六
話
が
続
く
（
七
十
ウ
・
九
行
目
）
が
、
七
一
オ
・
四
行
目
で
再
び
文
章
が
欠
け
、
「
（
名
曰
白
馬
）
按
司
愛
之
～
」
と
い
う
一
二
四
話
後
半
部
が
接
続
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
錯
簡
が
七
八
オ
ま
で
続
く
。
こ
の
錯
簡
は
一
見
複
雑
だ
が
、
丁
寧
に
よ
り
分
け
て
み
る
と
、
お
お
よ
そ
二
八
○
字
前
後
で
一
つ
の
ま
と
ま
り
の
あ
る
文
章
を
形
成
し
て
お
り
、
こ
れ
が
一
二
セ
ッ
ト
あ
る
こ
と
が
解
る
。
解
り
や
す
い
よ
う
こ
れ
ら
の
各
セ
ッ
ト
に
、
そ
の
配
列
順
に
従
っ
て
Ａ
～
Ｌ
の
記
号
を
振
る
（
図
④
で
言
え
ば
七
十
オ
の
破
線
で
区
切
ら
れ
た
以
前
が
Ａ
、
以
降
が
Ｂ
に
相
当
し
、
七
一
オ
「
（
名
曰
白
馬
）
按
司
～
」
か
ら
の
文
章
が
Ｃ
と
な
る
）
。
二
八
○
文
字
前
後
と
い
う
文
字
数
か
ら
、
こ
の
セ
ッ
ト
は
伊
波
文
庫
本
の
一
丁
分
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
と
考
え
て
よ
い
。
試
み
に
伊
波
文
庫
本
（
１
）
巻
三
と
引
き
比
べ
て
み
た
と
こ
ろ
、
内
閣
本
の
各
セ
ッ
ト
は
、
伊
波
文
庫
本
で
は
以
下
の
各
丁
に
対
応
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た。
Ａ
ｌ
一
一
丁
Ｂ
’
二
一
丁
Ｃ
ｌ
一
一
○
丁
Ｄ
’
一
九
丁
Ｅ
’
’
八
丁
Ｆ
１
一
七
丁
Ｇ
Ｉ
一
六
丁
Ｈ
１
一
五
丁
Ｉ
’
一
四
丁
Ｊ
１
一
三
丁
Ｋ
’
’
一
一
丁
Ｌ
’
’
一
一
一
丁
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先
ほ
ど
の
例
に
戻
っ
て
言
え
ば
、
’
’
一
話
前
半
部
が
書
か
れ
る
伊
波
文
庫
本
（
１
）
．
｜
一
丁
の
次
に
、
’
’
一
五
話
の
後
半
部
が
書
か
れ
た
伊
波
文
庫
本
（
１
）
・
二
一
丁
が
繋
げ
ら
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
以
下
各
丁
が
降
順
で
綴
ら
れ
、
’
’
二
丁
か
ら
昇
順
に
戻
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
な
ん
ら
か
の
理
由
に
よ
り
綴
が
外
れ
た
た
め
各
丁
が
散
乱
し
た
が
、
そ
れ
を
説
話
の
繋
が
り
を
考
え
ず
に
戻
し
て
し
ま
っ
た
た
め
に
起
っ
た
錯
簡
だ
と
断
定
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
底
本
で
既
に
錯
簡
が
起
っ
て
い
た
の
か
、
内
閣
本
と
し
て
筆
写
さ
れ
る
と
き
に
錯
簡
が
起
き
た
の
か
、
い
ず
れ
と
も
判
断
し
難
い
。
ま
た
こ
こ
か
ら
、
内
閣
本
が
書
写
し
た
親
本
の
系
統
が
、
伊
波
文
庫
本
の
系
統
と
近
似
す
る
字
詰
め
で
作
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
想
像
さ
れ
る
。
で
は
内
閣
本
の
親
本
で
あ
る
與
那
原
親
方
所
蔵
本
と
は
、
一
体
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
の
だ
ろ
う
か
。
先
に
も
利
用
し
た
角
川
本
の
校
異
注
に
よ
っ
て
、
善
本
と
さ
れ
る
尚
家
本
、
伊
波
文
庫
本
（
Ⅱ
）
と
文
字
の
異
同
を
比
較してみる。
【尚家本特有の異同】
巻
一
・
二
一
話
「
但
人
漂
世
遠
為
某
之
女
」
巻
三
・
九
五
話
「
有
人
為
悪
誇
而
教
之
」
巻
三
・
一
一
九
話
「
以
上
梁
紀
」
附
巻
二
四
○
話
「
往
昔
之
世
八
重
山
」
諸諸諸諸
本本本本
ヨヨ戸戸
古記務漣
L＿＿Ｌ－－Ｌ－－Ｌ--
／／／／ 
内内内内
閣閣閣閣
本本本本
ヨヨヨヨ
昔紀誇漂
L--￣Ｌ－－Ｌ－－ 
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まず、尚家本との異同を見てみたい。角川本校異注に掲げられる尚家本の異同は計一一一一一一箇所を数え
る
。
そ
の
う
ち
、
他
の
諸
本
に
は
見
ら
れ
な
い
尚
家
本
特
有
の
異
同
は
二
○
箇
所
。
そ
れ
ら
と
内
閣
本
と
を
比
較
す
る
と
、
｜
致
す
る
も
の
が
一
二
箇
所
見
ら
れ
る
。
右
は
そ
の
異
同
の
一
例
で
あ
る
。
こ
の
異
同
の
一
致
数
を
多
い
と
見
る
か
少
な
い
と
見
る
か
は
難
し
い
が
、
角
川
本
校
異
注
の
指
摘
漏
れ
や
誤
記
を
勘
案
し
て
も
、
尚
家
本
に
し
か
見
ら
れ
な
い
異
同
と
こ
れ
だ
け
一
致
し
て
い
る
こ
と
の
意
義
は
重
大
で
あ
る
。
で
は
、
当
写
本
の
親
本
・
與
那
原
親
方
所
蔵
本
は
尚
家
本
の
写
し
と
し
て
良
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
次
の
伊
波
文
庫本（Ⅱ）との異同を見れば、不可となる。巻三を欠くものの、諸本中最も誤脱が少ない善本である
伊
波
文
庫
本
（
Ⅱ
）
は
り
諸
本
と
の
異
同
を
計
三
一
一
箇
所
持
っ
て
い
る
。
実
は
こ
の
異
同
の
う
ち
、
内
閣
本
と
は
二
五
箇
所
で
一
致
す
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
こ
の
一
一
三
箇
所
の
異
同
の
中
か
ら
、
伊
波
文
庫
本
（
Ⅱ
）
に
の
み
見
え
る
特
徴
的
な
異
同
を
取
り
出
す
と
、
計
五
箇
所
と
な
る
。
【
伊
波
文
庫
本
（
Ⅱ
）
特
有
の
異
同
】
巻
一
・
三
一
一
話
「
條
忽
染
病
悉
皆
棄
世
」
巻
一
・
三
八
話
「
須
突
之
問
海
潮
漸
溌
」
巻
二
・
七
九
話
「
’
’
一
一
｜
人
回
到
八
重
山
」
諸諸諸
本本本「深」
「問」
「人而回」
／／／ 
内内内
閣閣閣
本本本「染」
「間」
「人回」
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右
表
の
如
く
、
こ
れ
ら
の
う
ち
四
箇
所
が
内
閣
本
の
異
同
と
合
致
す
る
。
し
か
し
、
伊
波
文
庫
本
（
Ⅱ
）
は
、
前
述
の
通
り
巻
三
を
欠
い
て
お
り
、
ま
た
、
内
閣
本
は
伊
波
文
庫
本
（
Ⅱ
）
の
全
て
の
異
同
を
引
き
継
い
で
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
加
え
て
、
内
閣
本
に
は
尚
家
本
特
有
の
異
同
と
も
重
な
る
部
分
が
多
く
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
與
那
原
親
方
所
蔵
本
の
親
本
と
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
出
来
な
い
。
與
那
原
親
方
所
蔵
本
の
本
文
が
、
諸
本
と
の
校
訂
を
経
て
い
る
可
能
性
は
低
い
。
錯
簡
の
問
題
を
勘
案
す
れ
ば
内
閣
本
も
同
様
で
あ
る
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
を
総
合
す
る
と
、
伊
波
文
庫
本
（
Ⅱ
）
、
尚
家
本
、
内
閣
本
親
本
の
三
本
は
、
共
通
の
祖
本
か
ら
写
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
も
の
で
あ
る
、
と
言
う
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。
今
後
、
｜
層
詳
細
な
調
査
を
期
し
た
い
。
最
後
に
鎌
倉
資
料
に
含
ま
れ
る
本
文
に
関
し
て
述
べ
て
お
く
。
鎌
倉
資
料
と
は
、
大
正
一
○
年
か
ら
昭
和
二
年
ま
で
に
鎌
倉
芳
太
郎
に
よ
っ
て
筆
写
さ
れ
た
、
琉
球
民
俗
、
お
よ
び
美
術
工
芸
に
関
す
る
膨
大
な
ノ
ー
ト
群
を
指
し
た
通
称
巻一一・八三話
「各構草庵佶然自安」
諸本「活」
附
巻
・
’
三
八
話
「
是
年
七
次
作
鴎
風
以
致
大
磯
」
諸
本
「
飢
」
お
わ
り
に
ｌ
鎌
倉
資
料
所
収
本
文
と
諸
本
の
系
統
Ｉ
／内閣本「倍」
／内閣本「銭」
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で
あ
る
。
夙
に
有
名
な
た
め
、
こ
こ
で
鎌
倉
芳
太
郎
そ
の
人
や
、
研
究
ノ
ー
ト
に
関
し
て
述
べ
る
こ
と
は
せ
ず
、
委
細
（割〉
〈顔）
は鎌倉資料研究者の一連の論考や、鎌倉資料の一部を採りあげた『沖縄文化の》唱宝』に譲りたい。
（鋼）
齋藤郁子氏の「「鎌倉芳太郎ノート」所収文献資料について」に附載された「「鎌倉ノート」記載文
献
資
料
一
覧
表
」
を
見
る
と
、
『
遣
老
説
伝
』
の
書
き
抜
き
と
思
わ
れ
る
箇
所
が
い
く
つ
か
見
受
け
ら
れ
る
。
一
覧
表
の記載に従って、ノート番号、ノート表題、収録文献、内容を左に掲げる。
（源）
１
は
『
遣
老
説
伝
』
第
八
四
話
の
記
述
を
指
し
て
い
る
。
『
鎌
倉
芳
太
郎
資
料
集
ノ
ー
Ｌ
ｒ
編
Ｉ
美
術
・
工
芸
』
に
当
該
記
事
の
翻
刻
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
そ
ち
ら
を
ご
参
照
願
い
た
い
が
、
こ
の
説
話
自
体
は
諸
本
間
で
の
異
同を殆ど持っていない。よってその本文から底本の系統を探るのは不可能である。２に関しては、収
録
さ
れ
た
文
献
が
『
久
高
島
由
来
記
』
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
を
み
る
と
『
遺
老
説
伝
』
と
対
照
し
て
い
る
こ
（躯）
と
が
解
る
。
し
か
し
『
鎌
倉
芳
太
郎
資
料
集
ノ
ー
ー
ト
編
Ⅱ
民
俗
・
宗
教
』
に
載
せ
ら
れ
た
当
該
記
事
の
翻
刻
を
み
聞
得
大
君
加
那
志
餌
新
下
日
記
―
久
一
局
島
巾
二
三
犀
二
笛
弟
二
巻
（
葭
目
列
ニ
ヨ
岸
二
沼
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れ
ば
明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
こ
に
は
対
照
さ
れ
た
『
遣
老
説
伝
』
の
本
文
が
書
か
れ
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
本
文
を
記
述
を
す
る
際
に
『
遺
老
説
伝
』
を
対
照
し
て
誤
脱
な
ど
を
訂
正
し
た
、
と
い
う
程
の
意
味
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
３
は
『
遺
老
説
伝
』
を
抜
き
書
き
し
た
と
思
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
ペ
ー
ジ
数
も
「
別
Ｐ
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
か
な
り
大
部
の
記
述
が
な
さ
れ
て
い
る
と
推
察
さ
れ
る
。
本
文
の
系
統
を
探
る
に
は
十
分
な
量
を
兼
ね
備
え
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
こ
れ
ら
の
本
文
の
抜
き
書
き
の
経
路
は
不
明
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
外
間
守
善
氏
は
『
沖
縄
文
化
の
遣
宝
』
「
あ
と
が
き
」
に
お
い
て
、
以
下
の
様
に
述
べ
て
い
る
。
前
掲
の
齋
藤
氏
も
、
鎌
倉
資
料
に
付
さ
れ
た
「
尚
侯
爵
家
所
蔵
本
」
や
「
大
正
十
五
年
十
一
一
月
十
一
一
一
日
尚
侯
爵
家
ニ
テ
原
本
卜
校
合
了
」
、
「
沖
縄
県
立
図
書
館
蔵
本
伊
知
柴
木
氏
蔵
本
ニ
テ
校
正
」
等
の
書
き
込
み
か
ら
、
そ
れ
ら
の
識
語
が
な
い
文
献
も
尚
家
所
蔵
本
や
戦
前
の
県
立
図
書
館
所
蔵
本
か
ら
書
写
さ
れ
た
可
能
性
が
高
く
、
ま
た
そ
う
で
は
な
（
鎌
倉
資
料
の
書
写
内
容
に
関
し
て
）
現
在
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
も
の
だ
け
を
見
て
も
範
囲
は
多
方
面
に
わ
た
り、『由来記』『旧記』『球陽』家譜、使録はいうに及ばず、当時沖縄にあった古文献は、片つば
し
か
ら
筆
写
し
た
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
で
あ
る
。
戦
前
、
那
覇
の
県
立
図
書
館
や
尚
家
に
あ
っ
た
蔵
書
は
、
戦
火
で
ま
っ
た
く
無
に
帰
し
た
た
め
、
書
名
の
み
伝
え
ら
れ
て
い
る
幻
の
書
も
筆
写
さ
れ
て
収
め
ら
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
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い
と
し
て
も
尚
家
本
と
の
校
合
を
経
て
い
る
可
能
性
を
推
測
し
て
い
る
。
そ
の
予
想
が
正
し
い
の
で
あ
れ
ば
、
尚
家
や
県
立
図
書
館
に
あ
っ
た
資
料
が
、
本
『
遣
老
説
伝
』
本
文
の
依
拠
資
料
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
が
、
鎌
倉
資
料
の
抜
き
書
き
箇
所
が
「
外
巻
一
一
、
三
」
と
な
っ
て
い
る
部
分
は
注
意
を
要
す
る
。
横
山
本
で
詳
細
に
検
討
し
た
よ
う
に
、
県
立
図
書
館
旧
蔵
本
は
巻
一
、
巻
一
一
、
附
巻
の
三
巻
で
構
成
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
う
な
る
と
、
巻
三
と
記
さ
れ
て
い
る
も
の
が
所
謂
「
外
附
巻
」
を
指
す
の
で
無
い
限
り
、
鎌
倉
資
料
所
収
本
文
は
尚
家
本
の
抜
書
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
だ
が
、
実
際
に
本
文
を
見
て
み
な
い
こ
と
に
は
何
と
も
言
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
実
地
調
査
を
行
い
、
後
稿
を
期
し
た
い
。
ち
な
み
に
こ
の
鎌
倉
資
料
に
関
し
て
は
、
現
在
、
県立芸大の波照間永吉氏が中心となって翻刻作業が続けられている。鎌倉資料は一八○冊以上にのぼる
膨
大
な
資
料
群
の
た
め
、
そ
の
翻
刻
が
全
て
終
わ
る
の
は
ま
だ
先
に
な
る
と
思
う
が
、
そ
の
中
に
含
ま
れ
る
『
遣
老
説
伝
』
の
本
文
が
研
究
者
の
前
に
開
示
さ
れ
、
簡
便
に
利
用
出
来
る
日
が
来
る
こ
と
を
期
待
し
て
已
ま
な
い
。
ま
た
、
酪
淑
蓉
氏
に
よ
る
と
、
浦
添
図
書
館
の
伊
波
文
庫
に
も
所
謂
「
四
巻
本
」
の
コ
ピ
ー
が
存
在
し
て
い
る
よ
う
だが、「嘉手納宗徳の通し番号で言うと、項目一一六番の中半から一一一一一一一番の中半までの内容が欠け
て
い
る
」
と
指
摘
す
る
の
み
で
、
ど
の
よ
う
な
写
本
を
「
コ
ピ
ー
」
し
た
も
の
な
の
か
、
と
い
う
詳
細
な
報
告
は
な
（”） 
い・その様態、系統などの調査は、くう後の課題となるだろう。断片化した本文も考察対象とするならば、
諸
本
調
査
の
裾
野
は
相
当
に
広
い
も
の
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
さ
て
、
こ
こ
で
今
ま
で
に
検
討
し
て
き
た
諸
本
の
関
係
を
、
可
能
性
を
加
味
し
な
が
ら
図
示
し
て
み
る
。
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お
お
よ
そ
右
の
よ
う
な
関
係
性
を
結
ぶ
と
い
え
よ
う
。
こ
こ
で
は
尚
家
本
、
鎌
倉
資
料
抜
書
、
お
よ
び
宮
良
殿
内
本
の
位
置
づ
け
に
、
ま
だ
確
証
が
持
て
な
い
（
伊
波
文
庫
本
（
Ｉ
）
は
記
事
が
揃
っ
て
い
る
も
の
の
、
巻
三
を
除
く
異
同
の殆どが（Ⅱ）本と重なり、またそうでない異同は（１）本の誤写・顛倒と考えることができることから、
伊
波
文
庫
本
（
Ⅱ
）
と
非
常
に
近
し
い
本
文
と
い
え
る
。
尚
家
本
特
有
の
誤
写
は
引
き
継
い
で
い
な
い
）
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
後
稿
を
期
す
こ
と
と
、
今
後
も
修
正
を
入
れ
る
と
い
う
こ
と
で
了
承
願
い
た
い
。
ま
た
、
本
考
察
に
お
い
て
、
横
山
本
は
横
山
重
、
濯
足
本
は
金
澤
庄
三
郎
、
内
閣
本
は
栗
田
萬
次
郎
、
鎌
倉
資
料
は
鎌
倉
芳
太
郎
と
い
う
、
明
治
末
期
～
昭
和
初
期
に
琉
球
を
研
究
対
象
と
し
た
様
々
な
学
究
の
徒
に
よ
っ
て
、
書
写
・
所
蔵
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
言
及
し
て
き
た
。
こ
の
時
代
に
生
成
さ
れ
た
諸
本
を
追
う
こ
と
は
、
沖
縄
学
を
め
ぐ
る
祖
本
（
四
己
】
梛
声
序
木
閥
ボ
ア
｛
自
烙
木
伊
波
文
章
本
（
Ⅱ
）
（
目
下
立
図
書
館
旧
蔵
木
忌矩研一、一羽帯叡扇郎恒
毎啄〈皀蜜只耐同茄刎舞刺聿のウ
漫
得
久
本
（
東
恩
納
寛
惇
文
庫
蔵
二
■
Ｊ
も
勾霧」木
↓［三巻本］
↓［四巻揃錯簡本］
↓［省略本］
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当
時
の
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
様
相
や
研
究
者
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
知
る
一
端
と
も
な
る
と
思
う
。
少
々
雑
駁
の
き
ら
い
は
あ
る
が
、
さ
ま
ざ
ま
分
野
の
研
究
者
が
、
こ
の
『
遣
老
説
伝
』
と
い
う
テ
キ
ス
ト
に
な
ん
ら
か
の
形
で
コ
ミ
ッ
ト
し
て
い
っ
た
姿
を
粗
描
で
き
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
最
後
に
、
『
遺
老
説
伝
』
研
究
の
課
題
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
嘉
手
納
宗
徳
氏
に
よ
っ
て
訳
注
が
な
さ
れ
た
角
川
本
『
遣
老
説
伝
』
は
、
複
数
の
写
本
・
刊
本
が
対
校
さ
れ
た
校
訂
本
文
を
含
ん
で
お
り
、
こ
の
書
の
出
来
に
よ
っ
て
、
『
遣
老
説
伝
』
研
究
は
良
質
な
本
文
を
享
受
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
え
る
。
さ
ら
に
本
書
の
「
は
し
が
き
」
に
は
、
東
京
尚
家
に
『
球
陽
』
の
本
巻
及
び
外
巻
が
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
夙
に
き
こ
え
て
い
た
。
も
し
や
原
本
で
は
と
い
う
か
す
か
な
希
望
も
あ
っ
て
、
心
あ
る
者
の
間
で
は
、
そ
の
披
閲
を
渇
望
し
て
い
た
。
…
（
中
略
）
…
今
度
『
遣
老
説
傳
』
の
校
訂
本
を
作
る
に
際
し
て
も
、
是
非
そ
の
披
閲
・
校
合
を
と
念
願
し
た
。
幸
い
な
こ
と
に
尚
家
の
御
好
意
と
、
沖
縄
関
係
史
料
の
発
行
を
積
極
的
に
お
し
進
め
て
い
る
角
川
書
店
の
熱
意
と
、
そ
の
他
の
諸
彦
の
強
力
な
御
協
力
で
、
遂
に
そ
の
願
い
が
実
現
し
た
。
こ
れ
は
た
だ
に
一
『
遺
老
説
傳
』
の
み
に
限
ら
ず
、
今
後
の
学
問
研
究
の
上
に
大
き
な
道
を
開
い
た
、
｜
大
壮
挙
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
し
て
『
遣
老
説
傳
』
は
尚
家
本
と
の
校
合
も
完
遂
し
た
。
268 
Hosei University Repository
と
あ
っ
て
、
こ
の
校
訂
本
文
が
、
先
般
か
ら
触
れ
て
い
る
通
り
、
現
在
非
公
開
と
な
っ
て
い
る
尚
家
本
を
も
対
校
対
象
に
加
え
て
い
た
こ
と
が
解
る
。
こ
こ
に
嘉
手
納
氏
の
尽
力
と
功
績
の
偉
大
さ
を
大
い
に
認
め
得
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
尚
家
本
が
原
本
で
あ
っ
た
か
否
か
な
ど
と
い
う
検
討
は
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
本
文
が
ど
う
い
っ
た
形
態
を
と
っ
て
い
た
か
な
ど
、
書
誌
に
関
す
る
諸
情
報
が
全
く
開
示
さ
れ
て
い
な
い
。
後
の
書
誌
学
的
研
究
の
方
向
性
も
考
え
て
、
諸
本
の
改
題
を
付
し
て
欲
し
か
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
そ
の
角
川
本
校
異
注
を
見
れ
ば
、
尚
家
本
が
底
本
に
取
っ
て
代
わ
る
よ
う
な
本
文
で
は
な
い
こ
と
が
解
る
。
『
遣
老
説
伝
』
の
本
文
は
結
局
の
と
こ
ろ
尚
家
本
に
収
束
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
。
現
に
伊
波
文
庫
本
（
１
）
を
底
本
と
し
、
ま
た
諸
本
と
の
比
較
を
通
し
た
と
き
、
尚
家
本
は
い
く
つ
か
の
異
同
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
底
本
で
あ
る
伊
波
文
庫
本
（
１
）
で
読
め
る
の
か
、
尚
家
本
の
記
述
の
方
が
よ
り
安
定
し
た
読
み
が
可
能
に
な
る
の
か
、
他
の
諸
本
の
筆
写
が
単
純
に
間
違
い
と
言
え
る
の
か
な
ど
、
解
釈
を
射
程
に
い
れ
た
テ
キ
ス
ト
・
ク
リ
テ
ィ
ー
ク
の
必
要
性
、
と
い
う
も
の
が
成
立
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
本
「
遺
老
説
伝
』
は
説
話
集
で
あ
る
が
故
に
、
そ
の
文
献
学
的
・
書
誌
学
的
調
査
に
関
し
て
は
繰
り
延
べ
に
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
そ
の
よ
う
な
状
況
で
は
、
本
文
の
安
定
し
た
解
釈
は
生
ま
れ
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
今
回
の
考
察
は
、
諸
本
と
そ
の
享
受
関
係
の
整
理
で
あ
り
、
新
た
な
校
訂
本
文
を
つ
く
る
た
め
の
素
地
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
。
今
後
も
『
遣
老
説
伝
』
の
安
定
し
た
本
文
の
確
定
を
目
的
と
し
、
ま
た
そ
れ
を
解
釈
と
い
う
部
分
に
反
映
さ
せ
る
研
究
を
継
続
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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/－、戸
､Ｌｉ= 
（４） 
（－０） 
（６） 
（７） 
（８） 
（２）池宮正治「最近の文学・芸能資料」（池宮正治『琉球文学論の方法」一一一一書房一九八二年所収）
（
３
）
沖
縄
文
化
研
究
所
編
『
沖
縄
研
究
資
料
６
中
山
王
府
相
卿
傳
職
年
譜
位
階
定
』
法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所
一
九
八
横
山
重
『
書
物
捜
索
』
角
川
書
店
一
九
七
八
年
島
村
幸
一
「
赤
木
文
庫
」
（
季
刊
『
文
学
』
第
９
巻
・
第
３
号
岩
波
書
店
一
九
九
八
年
所
収
）
横
山
重
他
『
琉
球
史
料
叢
書
』
巻
五
（
東
京
美
術
一
九
七
二
年
）
所
収
の
「
後
記
」
に
よ
る
。
前
掲
（
注
４
）
に
よ
る
。
この校異注には一つ問題がある。角川本に付された原文の凡例によれば「校訂には底本として琉球大学図書
館蔵の「伊波文庫本（１）」を使用した」とあり、その理由として「この本は諸本と比較して記事もよく整い、
誤字も少ない」ことを挙げている。また「昭和十年に発行された島袋校訂本もおおかた「伊波文庫本（１）」
に
依
っ
て
い
る
」
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
（
１
）
と
さ
れ
て
い
る
も
の
が
、
二
本
存
在
し
て
い
る
伊
波
文
庫
本
『
遺
老
説
伝
』
の
ど
ち
ら
で
あ
る
、
と
明
確
に
述
べ
て
い
な
い
が
、
島
袋
校
訂
本
に
は
口
絵
と
し
て
、
底
本
と
な
っ
た
『
遺
老
説
伝
』
の
写
真
が載せられており、その虫喰いの具合を比較すれば、伊波文庫に蔵される二本の『遣老説伝』のうちの、田
六
年
小
峯
和
明
「
’九九八年） 「
〈
遣
老
伝
〉
か
ら
『
遺
老
説
伝
』
へ
ｌ
琉
球
の
説
話
と
歴
史
叙
述
ｌ
」
（
「
文
学
』
第
９
号
巻
３
号
岩
波
書
店
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（９） 
（、）
巻
本
を
指
し
て
い
る
こ
と
が
解
る
。
嘉
手
納
氏
は
伊
波
文
庫
に
『
遣
老
説
伝
』
が
二
本
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
四
巻
本
を
（
１
）
と
名
付
け
た
の
で
あ
ろ
う
（
本
稿
の
（
１
）
（
Ⅱ
）
の
名
付
け
も
こ
れ
に
依
っ
て
い
る
）
。
ま
た
角
川
本
凡
例
に
は
、
校
訂
に
使
用
し
た
本
文
と
し
て
七
本
の
写
本
・
刊
本
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
中
に
「
伊
波
文
庫
本
届
毛
筆
写
本
琉
球
大
学
図
書
館
蔵
」
と
記
さ
れ
る
写
本
が
あ
る
。
底
本
が
「
伊
波
文
庫
本
（
１
）
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
然
こ
れ
は
（
Ⅱ
）
、
つ
ま
り
一
一
一
巻
本
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
が
、
校
異
注
を
見
て
ゆ
く
と
、
（
Ⅱ
）
で
は
本
来
欠
落
し
て
い
る
は
ず
の
巻
三
の
異
同
が
記
さ
れ
て
い
る
。
加
え
て
、
各
写
本
に
お
け
る
文
字
の
異
同
を
見
た
と
こ
ろ
、
こ
の
届
で
示
さ
れ
る
異
同
は
、
四
巻
本
の
そ
れ
と
一
致
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
端
的
に
述
べ
る
と
、
ど
の
よ
う
な
判
断
に
依
る
の
か
定
か
で
は
な
い
が
、
こ
の
角
川
本
の
校
異
に
は
、
対
校
本
と
し
て
伊
波
文
庫
本
（
Ⅱ
）
が
使
用
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
右
記
事
由
に
よ
り
、
校
異
注
で
示
さ
れ
な
い
伊
波
文
庫
本
（
Ⅱ
）
と
横
山
本
の
異
同
に
関
し
て
は
筆
者
が
独
自
に
行
っ
た
。
駒
沢
大
学
図
書
館
編
『
濯
足
文
庫
目
録
』
駒
沢
大
学
図
書
館
一
九
八
七
年
池宮正治「田島利一一一郎と伊波譜猷」（池宮正治『琉球文学論の方法』一一｜｜書房一九八二年所収）による。
ただ、田島利一一一郎『琉球文学研究』（大正一三年本の復刻版）（第一書房一九八八年）に付された山下重一
氏
の
「
解
題
」
に
よ
る
と
、
巻
一
四
は
山
下
氏
に
よ
り
近
年
発
見
さ
れ
た
と
い
う
。
さ
ら
に
巻
一
六
も
、
そ
の
写
し
と
思
わ
れ
る
も
の
が
、
沖
縄
県
立
芸
術
大
学
附
属
研
究
所
に
蔵
さ
れ
た
鎌
倉
資
料
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
、
齋
藤
郁
子
氏
「
田
島
利
三
郎
の
沖
縄
研
究
ｌ
言
語
資
料
に
つ
い
て
ｌ
」
（
『
沖
縄
文
化
』
第
弱
巻
１
号
沖
縄
文
化
協
会
一
九
九
九
年
）
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
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グー、／■、／■､
１３１２１１ 
、-〆、－〆、－〆
（ｕ） 
（旧）／￣、グー、グー、１８１７１６ 
、－〆、－〆、＝〆
糖
業
研
究
会
出
版
部
編
『
琉
球
語
便
覧
』
（
糖
業
研
究
会
出
版
部
一
九
一
六
年
）
に
附
載
さ
れ
た
「
琉
語
解
釈
」
を
参
照
。
田
島
利
一
一
一
郎
『
琉
球
文
学
研
究
』
（
大
正
一
三
年
本
の
復
刻
版
）
第
一
書
房
一
九
八
八
年
都
成
植
義
著
・
永
井
龍
一
校
訂
『
奄
美
史
談
』
が
和
綴
謄
写
版
（
ガ
リ
バ
ン
）
で
公
刊
さ
れ
た
。
本
稿
で
は
、
上
記
を
底
本
と
し
て
翻
刻
・
復
刊
さ
れ
た
名
瀬
市
史
編
纂
委
員
会
編
『
奄
美
史
談
・
徳
之
島
事
情
』
（
名
瀬
市
史
編
纂
委
員
会
一
九
六
四
年
）
を
使
用
し
た
。
詳
細
は
解
題
等
を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
「
奄
美
史
談
・
徳
之
島
事
情
』
に
は
、
『
南
島
語
及
文
学
』
も
所
収
小
川
学
夫
「
奄
美
に
お
け
る
近
代
知
識
人
の
民
謡
観
」
（
岩
瀬
博
・
山
下
欣
一
編
『
奄
美
文
化
を
探
る
～
文
芸
・
民
俗
・
歴
史
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
～
』
海
風
社
一
九
九
○
年
所
収
）
に
よ
る
。
護
得
久
本
の
本
文
は
、
沖
縄
県
立
図
書
館
が
昭
和
四
八
年
に
発
行
し
た
紙
焼
写
真
版
の
講
座
テ
キ
ス
ト
（
非
売
品
）
が
あ
り
、
本
文
が
簡
便
に
見
ら
れ
る
。
前
掲
（
注
旧
）
の
講
座
テ
キ
ス
ト
に
付
さ
れ
た
「
は
し
が
き
」
に
よ
る
。
国
立
公
文
書
館
編
『
内
閣
文
庫
百
年
史
』
増
補
版
汲
古
書
院
一
九
八
六
年
一
二
冊
本
に
関
し
て
は
、
後
掲
（
注
川
）
の
岩
崎
氏
の
解
説
を
ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
。
国
立
公
文
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
内
閣
文庫『球陽』は、他に二五冊本が存在している。架蔵番号川‐棚、奥書はなく、どのような書写経路を採っ
た
の
か
不
明
。
各
冊
の
第
一
頁
に
「
図
書
局
文
庫
」
「
日
本
政
府
図
書
」
「
内
一
○
四
一
○
號
」
の
朱
印
が
押
印
さ
れ
る
。
正
巻
一
～
二
四
冊
。
二
五
冊
は
附
巻
一
～
四
ま
で
が
合
冊
さ
れ
た
も
の
。
『
遣
老
説
伝
』
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
南
方
熊
楠
邸
で
発
されている。
小川学夫「一
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見
さ
れ
た
『
球
陽
』
（
小
峯
和
明
氏
所
蔵
影
印
を
引
見
）
も
、
内
閣
文
庫
『
球
陽
』
二
五
冊
本
と
同
様
、
二
五
冊
本
の
形
態
を
採
る
。
こ
ち
ら
に
も
『
遺
老
説
伝
』
は
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。
（
四
）
岩
崎
宏
之
「
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「
球
陽
諸
本
集
成
」
の
作
成
」
（
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
重
点
領
域
研
究
「
沖
縄
の
歴
史
情
報
研
究
」
総
括
班
研
究
成
果
報
告
書
『
沖
縄
の
歴
史
情
報
』
第
一
巻
一
九
九
八
年
）
（
別
）
長
谷
川
仁
「
自
然
の
文
化
誌
昆
虫
篇
Ⅲ
栗
田
万
次
郎
海
外
調
査
の
こ
と
」
（
『
自
然
』
釦
（
２
）
中
央
公
論
社
一
九
七
七
年
）
（
Ⅲ
）
伊
藤
篤
太
郎
「
隠
れ
た
る
博
物
学
者
栗
田
萬
次
郎
を
偲
ぶ
」
（
『
台
湾
博
物
学
会
会
報
』
第
一
一
六
巻
第
一
四
九
号
一
九
三
六
（
別
）
後
掲
（
注
加
）
の
他
、
波
照
間
永
吉
「
鎌
倉
芳
太
郎
が
集
め
た
沖
縄
関
係
文
献
資
料
」
（
季
刊
『
文
学
』
第
９
巻
・
第
３
号
岩
波
書
店
一
九
九
八
年
所
収
）
、
高
草
茂
「
沖
縄
県
立
芸
大
に
収
蔵
の
鎌
倉
資
料
ｌ
そ
の
経
緯
」
（
『
沖
縄
芸
術
の
科
学
』
第
二
○
号
沖
縄
県
立
芸
術
大
学
附
属
研
究
所
二
○
○
八
年
所
収
）
な
ど
。
（
妬
）
鎌
倉
芳
太
郎
『
沖
縄
文
化
の
遣
宝
』
岩
波
書
店
一
九
八
二
年
（
洲
）
齋
藤
郁
子
「
「
鎌
倉
芳
太
郎
ノ
ー
ト
」
所
収
文
献
資
料
に
つ
い
て
」
（
「
沖
縄
芸
術
の
科
学
』
第
一
六
号
沖
縄
県
立
芸
術
大
学
グー、〆－，
２３２２ 
、－〆、－〆
年
、＝〆
前
掲
（
注
別
）
参
照
。
奈
良
女
子
大
学
人
間
文
化
研
究
科
『
南
方
熊
楠
に
学
ぶ
』
（
「
南
方
熊
楠
の
学
際
的
研
究
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
二
○
○
四
年
）
、
小
峯
和
明
「
熊
楠
と
沖
縄
ｌ
安
恭
書
簡
と
『
球
陽
』
写
本
を
め
ぐ
る
」
（
『
国
文
学
』
第
加
巻
８
号
學
燈
社
二
○
○
五
年
）
などを参照。
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附
・
本
稿
を
作
成
す
る
に
当
た
り
、
法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所
、
駒
沢
大
学
図
書
館
、
立
教
大
学
・
小
峯
和
明
教
授
に
は
、
貴
重
資
料
の
閲
覧
に
関
し
ま
し
て
格
別
な
ご
配
慮
を
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、
鎌
倉
資
料
所
収
本
文
に
関
し
ま
し
て
は
、
那
覇
市
歴
史
博
物
館
所
員の輝広志氏にご教授頂きました。この場を借りて御礼申し上げます。
附
属
研
究
所
二
○
○
四
年
所
収
）
（
Ⅳ
）
沖
縄
県
立
芸
術
大
学
附
属
研
究
所
編
『
鎌
倉
芳
太
郎
資
料
集
ノ
ー
ト
編
Ｉ
美
術
・
工
芸
』
（
沖
縄
県
立
芸
術
大
学
附
属
研
究
所
二
○
○
四
年
）
。
（
汎
）
沖
縄
県
立
芸
術
大
学
附
属
研
究
所
編
『
鎌
倉
芳
太
郎
資
料
集
ノ
ー
ト
編
Ⅱ
民
俗
・
宗
教
』
（
沖
縄
県
立
芸
術
大
学
附
属
研
究
所
二
○
○
六
年
）
に
よ
る
。
ま
た
、
神
道
大
系
所
載
の
『
久
高
島
由
来
記
』
解
題
に
よ
れ
ば
、
神
道
大
系
本
文
は
田
島
筆
本
を
底
本
に
し
た
旨
が
記
さ
れ
る
が
、
他
の
本
文
と
し
て
『
琉
球
教
育
』
所
載
本
、
新
垣
孫
一
『
琉
球
発
祥
史
』
所
載
の
所
謂
「
新
垣
本
」
（
原
本
は
外
間
根
人
所
蔵
本
）
の
二
本
が
あ
る
と
し
て
い
る
だ
け
で
、
鎌
倉
資
料
に
記
載
さ
れ
た
当
該
本
文
に
関
し
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
（
羽
）
賂
淑
蓉
「
『
遺
老
説
傳
』
の
成
立
と
説
話
に
関
す
る
研
究
」
（
『
琉
球
ア
ジ
ア
社
会
文
化
研
究
』
第
５
号
琉
球
ア
ジ
ア
社
会
文
化
研
究
会
二
○
○
二
年
）
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